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東部ポー・カレン語について 

 ミャンマーで話される狭義のカレン語にはスゴー・カレン語(Sgaw Karen)とポー・カレン

語(Pwo Karen)があります。うちポー・カレン語には 2 つの大きな方言群があります。カレ

ン州、モン州、タニンダーイー地方域などで話される東部ポー・カレン語(Eastern Pwo Karen)

と、イラワジ・デルタで話される西部ポー・カレン語(Western Pwo Karen)です。ミャンマー

に住むカレン人の多くは、カレン語に、スゴー・カレン語、東部ポー・カレン語、西部ポー・

カレン語の 3 種類があると考えています。このうち東部ポー・カレン語はカレン州(Karen 

State)の州都パアン(ビルマ語でဘားအ ံHpa-an)の主要言語です。他にもフラインボエ(Hlainbwe)、

コーカレイ(Kawkareik)といった町で話されています。東部ポー・カレン語を話す人々の大

部分は仏教徒です。彼らはおそらく 18 世紀にモン人(Mon)から仏教を取り入れ、その過程

でモン文字を用いてポー・カレン語を表記する方法を編み出しました。私はこの文字を、

その起源にちなんで「仏教ポー・カレン文字」と呼んでいます。しかし、現地の人々は、

単に လကိဖ်ၠံǿ lái phlòʊɴ (ポー・カレンの文字)と呼ぶか、လကိထ်Ǿလ့ ီlái thɯ̂lì (貝葉文字)と呼んでい

ます。この文字は東部ポー・カレン語の標準的文字であると見なされていますので、この

テキストでもこの文字を使います。ドン舞踊(don dance)を始めとする、カレン人の文化的象

徴と見なされている芸能の多くは、東部ポー・カレンの人々が作り守ってきたものです。

そのこともあって、東部ポー・カレンの人々は自分達の文化に強い誇りを持っています。 

 

 
東部ポー・カレン語の話される地域 
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ポー・カレン語東部方言の発音 

 

声調 

/á/ [55]: /khá/「苦い」, /má/「誤った」, /bá/「正しい」 

/ā/: [33~334] /khā/「折れる」, /phā/「父」, /mʊ̄/「母」 

/à/: [11] /ɣà/「～人」, /thà/「針」, /mà/「する」, /nà/「夜」 

/â/: [51] /mâ/「妻」, /châ/「痛い」, /jɔ̂/「易しい」 

 

韻母 

---母音のみからなる韻母 

/i/[әiˁ]: /lì/「風」, /nī/「笑う」 

/i̱/ [ɪ~i]: /nī̱/「得る」, /lì̱/「行く」, /mì̱/「ご飯」, /bí̱/「ヤギ」 

/e/: /mé/ (または/mí̱/)「顔」, /dē/「～と」, /nwê/「7」 

/ɛ/: /jɛ̄/「5」, /ʔɛ́/「愛する」, /mwɛ̄/「～である」 

/ɯ/: /phɯ̄/「弟・妹」, /phɯ̂/「祖父」, /mɯ́/「女」 

/ɨ/: /ph/́「短い」, /chәk̄/「ずいぶん」 

/ʊ/: /mʊ̄/「母」, /jʊ̄/「見る」, /khʊ́/「頭」 

/o/: /mó/「たばこ」, /thò/「豚」, /kò/ (kʊ̀)「呼ぶ」 

/ɔ/: /tɔ̀/「まっすぐな」, /nɔ́/「あの」 

/ә/: /jә̀/「私」, /klә̀/「いつも」 

/a/: /nā/「耳」, /wà/「夫」 

/ai/: /bài/「ふさがる」, /jái/「久しい」 

/aʊ/: /dàʊ/「戦う」, /máʊ/「快適な」 

 

---鼻音 /-ɴ/ を末尾に持つ韻母 

/әɴ/: /khә̂ɴ/「堅い」, /phә̀ɴθà/「道」 

/aɴ/ [ɑ̆ɔɴ]: /ʔáɴ/「食べる」, /làɴ/「落ちる」, /tháɴ/「上る」 

/oɴ/: /khôɴ/「外」, /chóɴ/「強い」 

/eiɴ/ [ei(ɴ)]: /mèiɴ/「名」, /chêiɴ/「清潔な」, /néiɴ/「年」 

/әɯɴ/ [әɯ(ɴ)]: /thә́ɯɴlī/「踊る」, /khә́ɯɴ/「掘る」, /θә́ɯɴ/「建てる」 

/oʊɴ/ [oʊ(ɴ)]: /dòʊɴ/「町」, /θôʊɴ/「送る」, /tōʊɴ/「ドン舞踊」 

/aiɴ/: /jàiɴ/「遠い」, /thàiɴ/「帰る」, /khâiɴ/「尻」 

(/i̱ɴ/): ビルマ語からの借用語に現れる。例: /ʔì̱ɴkәlài/「イギリス人」 

※話者によっては /әɯɴ/ が /oʊɴ/ に合流している。 
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頭子音 

/p/: /pәnā/「水牛」, /pɔ̄/「読む」, /pàʊ/「開ける」 

/θ/ [t̪~t̪θ~θ]: /θî/「死ぬ」, /θò/「友人」, /θí̱/「できる」 

/t/: /tàiɴ/「作る」, /tàʊ/「建物」, /tәwâɴ/「村」 

/c/ [tɕ]: /cɯ́/「手」, /cáiɴ/「歩く」, /cì̱/「銀」 

/k/: /káiɴ/「曲がった」, /ká/「難しい」, /kò/「呼ぶ」 

/ʔ/: /ʔéiɴ/「狭い」, /ʔá/「多い」, /mì̱ʔàiɴ/「もち米」,  

/ph/ [pʰ]: /phʊ́/「子供」, /phā/「父」, /phjā/「僧院; 学校」 

/th/ [tʰ]: /thî/「水」, /thɔ̄/「収容できる」 

/ch/ [tɕʰ]: /chә́ɯɴ/「臼」, /chә̀ɴ/「雨が降る」 

/kh/ [kʰ]: /khā/「折れる」, /kháɴ/「足」, /khài/「暗い」 

/b/ [ɓ]: /bà/「信仰する」, /bә̀ɴ/「石灰」, /bá/「正しい」 

/d/ [ɗ]: /dá/「見える」, /déiɴ/「ゴマ」, /dò/「(水を) ためる」 

/ɕ/: /ɕà/「少ない」, /ɕá/「星」 

/x/: /xé/「刀」, /xâiɴ/「乾く」 

/ɣ/: /ɣéiɴ/「家」, /ɣì̱/「良い」, /nāɣә̂ɴ/「聞こえる」 

/ʁ/ [ʁ~ɦ]: /ʁâ/「～か」, /ʁә̄/「～よ」 

/h/: /hәphlòʊɴ/「人」, /hàidài/「便所」 

/m/: /mà/「する」, /mí̱/「火」 

/n/: /néiɴ/「年」, /nɛ̀/「信じる」, /nî/「２」 

/ɲ/: /jāthәɲā/「祈る」, /kәɲà/「(僧侶が) 来る」, /pәɲāɴ/「あぜ道」 

/w/: /wɛ̄/「兄・姉」, /wá/「竹」, /ʔәwê/「彼・彼女」 

/j/ [ʝ~j]: /já/「魚」, /jɔ̂/「易しい」, /jɛ̄/「５」 

/l/: /lái/「文字」, /là/「月」, /lāɴ/「場所」 

/r/ [r~ɹ]: /pàitәrâɴ/「ドア」, /thәrài/「費用」, /thәrɛ̄/「鹿」 

 

介子音 

/pwài/「疲れた」, /plɔ̀/「無駄な」, /prә̀ɴ/ (plә̀ɴ)「競う」, /pjò/「吐く」, /ʔwí/「美味しい」, /bwɛ́/

「盛る」, /kәmlә̂ɴ/「井戸」 

 

 

 

 

ダイアログの逐語訳に用いた略号 

IRR - 非現実法を表す助詞; MID - 中動態標識; NEG - 否定を表す助詞; TOP - 主題を表す助

詞; pl - 複数; sg - 単数; 1 - 一人称; 2 - 二人称; 3 - 三人称 
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【1】ဖျာႋဏǺ ်မွာဲဖၠဝ်သး                  

       phjā nɔ́ mwɛ̄ phlɔ̀θá  「それはココヤシの実です」 
 

---  ဖျာႋယိǽဝ် မွာဲဖဝ်သ့းၯာ။့ 
    phjā jò    mwɛ̄  phɔ̂θá ʁâ 
    もの  この   be      リンゴ   か 

    「これはリンゴですか？」 

---  မာဲွေအး။    ဖျာႋဏǺမ်ာဲွခိǽဝ်သး။ 
    mwɛ̄ ʔé     phjā nɔ́  mwɛ̄  khòθá 
    be     NEG    もの  その  be      マンゴー 

    「違います。これはマンゴーです」 

---  ဖျာႋယိǽဝ် မွာဲဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့      (ဖျာႋယိǽဝ် မာဲွဏǺလ်ယ်။့) 
    phjā jò    mwɛ̄ chәnɔ́ lɛ̂      (phjā jò mwɛ̄ nɔ́ lɛ̂) 
    もの  この   be     何      か 

    「これは何ですか？」 

---  ဖျာႋဏǺမ်ာဲွဖၠဝ်သး။ 
    phjā nɔ́   mwɛ̄  phlɔ̀θá 
    もの  その   be      ココナツ 

    「それはココヤシの実です」 
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学習のポイント 

◆コピュラ文 

 「A は B だ」を表す文は、コピュラ動詞(繋辞動詞, copular/copulative verb) မာဲွ mwɛ̄ を使っ

て作る。A မာဲွ B という順序で並べる。コピュラ動詞を使った文をコピュラ文と呼ぶ。 

     ယ်ǽမာဲွဖံၠǿ။ jә mwɛ̄ phlòʊɴ 「私はカレン人だ」 

 

◆否定文 

 主節の場合、文末に ေအး ʔé を置く。 

     ယ်ǽအငး်ခိǽဝ်သး။ jә ʔáɴ khòθá 「私はマンゴーを食べた」 

     → ယ်ǽအငး်ခိǽဝ်သးေအး။ jә ʔáɴ khòθá ʔé 「私はマンゴーを食べなかった」 

 

 コピュラ文の否定は次のとおり。 

     ယ်ǽမာဲွဖံၠǿေအး။ jә mwɛ̄ phlòʊɴ ʔé 「私はカレン人ではない」 

     ယ်ǽမာဲွဖံၠǿမာဲွေအး။ jә mwɛ̄ phlòʊɴ mwɛ̄ ʔé 「私はカレン人ではない」 

 

◆真偽疑問文 

 文末にဟǺာ ့ʁâ を置く。ဟǺာ ʁà あるいは ဟǺး ʁá とも発音される。 

 

◆疑問語疑問文 

 文末に လယ် ့lɛ̂ を置く。လယ ်lɛ̀ あるいは လဲ lɛ́ とも発音される。 

 

◆指示詞 

 次の 3 つがある。 

   ယိǽဝ် jò    この（自分の領域にあるものを指す） 

   ဏǺ ်nɔ́     その、あの（自分の領域にないものを指す） 

   အိǽဝ် ʔò    あの（自分の領域にないもので、非常に遠くにあるものを指す） 

 

cf. 「これ」「それ」「あれ」の言い方 (左に行くほど口語的) 

   ဖျာႋယိǽဝ် phjā jò, အ်ǽယိǽဝ် ʔәjò,  အ်ǽေဝယ့ိǽဝ်  ʔәwêjò    これ 

   ဖျာႋဏǺ ် phjā nɔ́, အ်ǽဏǺ ်  ʔәnɔ́, အ်ǽေဝဏ့Ǻ ်  ʔәwênɔ́   それ、あれ 

   ဖျာႋအိǽဝ် phjā ʔò, အ်ǽအိǽဝ် ʔәʔò                    あれ (*အ်ǽေဝအ့ိǽဝ် ʔәwêʔò) 
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【2】  အǺမ်ǽက်လဝ် ့                  

        ʔɔ́ máʊ lɔ̂  「元気です」 
 

---  နာနႋ်ပȆဝဝ် အǺမ်ǽက်ၯာ။့ 
     nāɴpàiwɔ̀  ʔɔ́  máʊ ʁâ 
     ナンパイウォ   いる 元気   か 

    「ナンパイウォさんは元気ですか？」 

---  အǺမ်ǽက်လဝ်။့  စဝ်ေခဝ် ့ဝဝ်။ 
     ʔɔ́ máʊ lɔ̂    cɔ̀khî̱  wɔ̀ 
     いる 元気 断定   チョーキ   は 

    「元気です。チョーキさんは？」 

---  အǺမ်ǽက်လဝ်။့  ဖဝ်ႋယိǽဝ် ယ်ǽမ်ǽေလဝ်ဖျာ။့ 
     ʔɔ́ máʊ lɔ̂    phɔ̄jò     jә  mә  lì̱   phjâ 
     いる 元気 断定   たった今    1sg  IRR   行く 市場 

   ေလဝ်ပျǿက် ယ်ǽခါင်ၯ့ာ။ 
     lì̱   pjáʊ  jә khâiɴ ʁà 
     行く follow   1sg  後     か 

    「元気です。今、市場に行きます。ついてきますか？」 

---  မာဲွ၊ မ်ǽေလဝ်။  ယ်ǽသးီဖဝ်ႋယိǽဝ်မ်ǽေလဝ်ဖျာေ့ဆဝ်ႋ။ 
     mwɛ̄ mә lì̱    jә̀  θí  phɔ̄jò  mә  lì̱  phjâ ɕī̱ 
     be     IRR  行く  1sg  も    たった今   IRR  行く 市場  too 

    「はい、行きます。私も今、市場に行くところです」 
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学習のポイント 

◆品詞 

 ポー・カレン語の品詞は、名詞、動詞、副詞、助詞、感嘆詞に分けることができる。こ

れらはさらに下位分類が可能で、特に助詞は下位範疇が多く、7 種類に分類可能である。 

cf. 加藤昌彦(2008)「ポー・カレン語に形容詞という範疇は必要か？」『アジア・アフリカの言語と言語学』3, pp.77-95. 

 

◆「断定」のလဝ် ့lɔ̂ 

 助詞လဝ် ့ lɔ̂ は「断定」を表す。具体的には、節末に置かれると断定的な表現になり、ま

た、数量表現の後に置かれると「～だけ」「～のみ」を表す。လဝ် lɔ̀ ともなる。書き言葉や

格式張った場面の文末表示によく使われるလǺ ်lɔ́ はこれの変異形である可能性がある。 

 

◆非現実(irrealis)を表す မ်ǽ mә 

 動詞の前に置かれる動詞助詞（助動詞）である。事象が現実ではない(non-actual)であるこ

とを表す。未来事象を表すにはふつう、この助詞を用いなければならない。逆に、この助

詞を用いないと、通常は過去あるいは現在の読みになる。 

     ယ်ǽထǽငး်လီႋ။ jә thә́ɯɴlī 「私は踊った」「私は踊っている（毎日、たった今 etc.）」 

     ယ်ǽမ်ǽထǽငး်လီႋ။ jә mә thә́ɯɴlī  「私は踊る」 

 

◆代名詞 

・前置形、後置形、強調形の 3 つの形がある。 

        前置形           後置形           強調形 

1sg      ယ်ǽ jә             ယ်ǽ jә̀             ယ်ǽေဝ ့jәwê 

2sg      ဏ်ǽ nә             ဏ်ǽ nә̀             ဏ်ǽေဝ ့nәwê  

3sg      အ်ǽ ʔә             အ်ǽ ʔә̀             အ်ǽေဝ ့ʔәwê 

1pl      ဟ်ǽ hә, ပ်ǽ pә        ဟ်ǽ hә̀, ပ်ǽ pә̀        ဟ်ǽေဝ ့hәwê, ပ်ǽေဝ ့pәwê 

2pl      ဏ်ǽသးီ nәθí         ဏ်ǽသးီ nәθí         ဏ်ǽသးီေဝ ့nәθíwê 

3pl      အ်ǽသးီ ʔәθí         အ်ǽသးီ ʔәθí         အ်ǽသးီေဝ ့ʔәθíwê 
 

・前置形は、名詞あるいは動詞の前で使われる。名詞の前で使われたとき、所有者を表す。

動詞の前では主語としての統語機能を担う。 

・後置形は、動詞の後あるいは前置詞（加藤の用語では「側置助詞」）の後で使われる。ど

ちらも動詞および前置詞の目的語としての統語機能を担う。 

・三人称単数の場合、動詞の前では前置形ではなく強調形が使われることが多い。 

・代名詞が主題マーカー ဏǺ ်nɔ́ や  သးီ θí「～も」 などの「一般助詞」の前に現れた場合、

前置形が使われる場合と後置形が使われる場合とがある。 

・くだけた会話でဟ်ǽ hә, hә̀ は一人称単数代名詞としてもよく使われる。 
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【3】  ယ်ǽအငး်သိǽင်ထ့ိǽဝ်ယးအဲǽးေအး                   

        jә ʔáɴ θә̂ɴ thòjá ʔwí ʔé   「私は豚肉のカレーが好きではない」 
 

---  စဝ်ေခဝ် ့ဏ်ǽမ်ǽအငး်ဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့ (=ဏǺလ်ယ်)့ 
    cɔ̀khî̱ nә mә ʔáɴ chәnɔ́ lɛ̂  (=nɔ́ lɛ̂) 
    チョーキ 2sg  IRR  食う 何       か 

    「チョーキは何を食べますか？」 

---  ယ်ǽမ်ǽအငး်သိǽင်ထ့ိǽဝ်ယး။ နာနႋ်ပȆဝဝ်သးီမ်ǽအငး်သိǽင်ထ့ိǽဝ်ယးေဆဝ်ႋၯာ။့ 
     jә mә ʔáɴ θә̂ɴ thòjá   nāɴpàiwɔ̀ θí mә ʔáɴ θә̂ɴ thòjá ɕī̱ ʁâ 
     1sg IRR  食う おかず  豚肉   ナンパイウォ  も  IRR  食う おかず 豚肉  too  か 

    「私は豚肉のカレーを食べます。ナンパイウォも豚肉カレーを食べますか？」 

---  အငး်ေအး။ ယ်ǽအငး်သိǽင်ထ့ိǽဝ်ယးအဲǽးေအး။ 
     ʔáɴ ʔé     jә ʔáɴ θә̂ɴ thòjá ʔwí ʔé 
     食う NEG    1sg 食う おかず  豚肉  美味 NEG 

    「食べません。私は豚肉のカレーが好きではありません」 

---  ဏ်ǽမ်ǽအငး်ၜးသာသိǽင်ဆ့်ǽဏǺလ်ယ်။့ 
     nә mә ʔáɴ báθà θә̂ɴ chәnɔ́ lɛ̂ 
     2sg  IRR  食う たい  おかず  何     か 

    「何が食べたいですか？」 

---  ယ်ǽမ်ǽအငး်ၜးသာသိǽင်ဆ့င်ယ့း။ 
     jә mә ʔáɴ báθà θә̂ɴ châɴjá 
     1sg IRR  食う たい  おかず  鶏肉 

    「鶏肉のカレーが食べたいです」 
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学習のポイント 

◆目的語 

 動作の対象を表す名詞は動詞の後に置く。このテキストでは、動詞の後に現れた名詞を

目的語と呼ぶ。 

     ယ်ǽမ်ǽအငး်သိǽင်ထ့ိǽဝ်ယး။   jә mә ʔáɴ θә̂ɴ thòjá 「私は豚肉カレーを食べる」 

 二重目的語動詞(ditransitive verb)の場合は次のように、「動詞+受領者+受け渡しする物」と

いう語順になる。 

     ယ်ǽေဖǺ်လင်အ့်ǽေဝလ့ိက်အǽဂ်။ jә phí̱lâɴ ʔәwê láiʔàʊ 「私は彼に本をやった」 

     ယ်ǽမ်ǽေဖǺ်လင်ဏ့်ǽလိက်အဂ်ၰဝ်ႋ။ jә mә phí̱lâɴ nә̀ láiʔàʊ xɔ̄ 「あなたに本をあげますね」 

 

◆「～も」 

 「～も」は、取り立てたい要素を文頭に置き、その後に助詞の သးီ θí を置いて表す。文

頭に置かないと非文法的になってしまうことに注意。သးီ θí が使われると、述語末に助詞

ေဆဝ်ႋ chī̱, ɕī̱, jī̱ が現れることが多い。 

 

◆「好き」という表現 

 ポー・カレン語で「好き」を表現するのはなかなか難しい。似た概念を表す動詞として、

အ ဲʔɛ́ という動詞はあるが、これは「愛する」とか「愛好している」の意で、単なる好き嫌

いのときには使えない。単なる好き嫌いを言うときは、「～を食べると美味しい」「～する

ことは心地良い」のように表現する。 

     ယ်ǽအငး်ခိǽဝ်သးအဲǽး။ jә ʔáɴ khòθá ʔwí 「私はマンゴーが好きだ」 

     ယ်ǽပဝ်ႋလိက်အǽဂ်ယိǽဝ်မǽက်။ jә pɔ̄ láiʔàʊ jò máʊ 「私はこの本が好きだ」 

 

◆「～したい」 

 動詞助詞(助動詞) ၜးသာ báθà, wáθà は欲求を表す。動詞の後に置いて用いる。そのとき、

動詞の前には非現実(irrealis)を表す မ်ǽ mә が置かれることが多い。 

     ယ်ǽမ်ǽေလဝ်ၜးသာပ်ǽယငခ်ါနႋ်။ jә mә lì̱ báθà pәjàɴ khāɴ 「私はビルマに行きたい」 
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【4】  အငး်ေမဝ်ၯံငယ်ǽဂ်ၯာ ့                   

        ʔáɴ mì̱ ɣòɴ jàʊ ʁâ    「もうご飯は食べましたか？」 
 

---  အငး်ေမဝ်ၯံငယ်ǽဂ်ၯာ။့ 
     ʔáɴ mì̱  ɣòɴ   jàʊ ʁâ 
     食う  飯   終わる  完了 か 

    「もうご飯は食べましたか？」 

---  ၯံငယ်ǽဂ်မိǽဒ။်  နာနႋ်ပȆဝဝ် ဝဝ်။့ 
     ɣòɴ jàʊ m̀     nāɴpàiwɔ̀ wɔ̂ 
     終わる  完了 よ     ナンパイウォ  は 

    「食べました。ナンパイウォは？」 

---  အငး်ၜးဍာ်ေအး။  ယ်ǽသာဝီႋသာယǽဂ်။ 
     ʔáɴ bá dài ʔé     jә θà wīθà jàʊ 
     食う 機会 まだ NEG   1sg 心  空腹   完了 

    「まだ食べていません。お腹が減っています」 

---  ေအမာဲွေၜ့ဏǺသ်ိǽဝ်  ယ်ǽမ်ǽဍာအငး်ဏ်ǽခǻံင်။့  (= ယ်ǽမ်ǽဍာအငး်ဍးေဝဏ့်ǽခǻံင်။့) 
     ʔè mwɛ̄ bê nɔ́ θò  jә mә dà ʔáɴ nә̀ khәnôɴ  (= jә mә dà ʔáɴ dáwê nә̀ khәnôɴ) 

     if    be    そのような    1sg IRR  使役 食う 2sg  麺 

    「それでは私がモヒンガーをご馳走しましょう」 

---  တ်ǽယǺာႋၯာ။့ ထငံႋ်ခဝ့်လယ်။ 
     tәɕā ʁâ      thōɴ khɔ̂ lɛ̀ 
     本当  か       で    どこ  か 

    「本当ですか？どこで？」 

---  လ်ǽယ်ǽသိǽဝ်အ်ǽဖျာဏ့Ǻ။်  အငး်အဲǽးဆာမ့ာႋလဝ်။့ 
     lɯ́ jә θò ʔә phjâ nɔ́    ʔáɴ ʔwí châ mā lɔ̂ 
     で  1sg 友   3sg  店   あの   食う  美味 大変 very  断定 
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    ကဲ၊ ၯယ်ပ့ျǿက်ယ်ǽခါင်ၰ့ဝ်ႋ။ 
     kɛ́  ɣɛ̂  pjáʊ  jә khâiɴ xɔ̄ 
     さあ 来る follow    1sg  後    よ 

    「友達の店です。たいへん美味しいです。さあ、ついてきてください」 

 

注：ဏǺ ် には、既に述べた現場指示用法（「その、あの」）以外に、(1)既に言及した名詞を指す、(2)相手の

知らないことを指す、といった談話レベルでの指示用法もある。 

 

学習のポイント 

◆完了と「～し終わる」 

 助詞のယǽဂ် jàʊ は完結相(perfective; 出来事をひとまとまりとして見る捉え方)を表す。同

時に、「以前はそうではなかった」というニュアンスも表す。ယǽဂ် jàʊ が後置された動詞は、

往々にして上昇イントネーション(あるいは中平調と似たイントネーション)を伴う。 

 「～し終わる」は、動詞ၯံင ်ɣòɴ「終わる」を動詞の後に置いて表す。 

     အငး်ေမဝ်ၯံငယ်ǽဂ်။ ʔáɴ mì̱ ɣòɴ jàʊ 「ご飯を食べ終わった」 

 

◆使役 

 使役を表す方法の代表的なものは、使役助詞 ဍာ dà を動詞の前に置く方法である。被使役

者は目的語位置に置かれる。他動詞では「被使役者＋対象」の語順になる。 

     ယ်ǽဍာကၠီးအ်ǽေဝ။့ jә dà klí ʔәwê 「私は彼を走らせた」 

     ယ်ǽဍာအငး်အ်ǽေဝေ့ကာဟ်။ jә dà ʔáɴ ʔәwê kʊ́ 「私は彼に菓子を食べさせた」 

使役助詞 ဍာ dà は動詞が意志動詞(volitional verb)の時に使う。無意志動詞(non-volitional verb)

の場合には、「する」を意味する動詞に由来する မာ mà を使う。 

     ယ်ǽမာသီအ့်ǽေဝ။့ jә mà θî ʔәwê 「私は彼を殺した」 

 

◆場所を表す助詞 

 助詞လ်ǽ lә́ は、いわゆる前置詞である。地点(location)、起点(source)、着点(goal)の 3 つを

表すという点で特異である。日常語では、lé と発音されることがよくあり、また遠い場所の

場合にしばしば lɯ́ と発音される(どちらの発音の場合もလ်ǽと綴る)。 

     ယ်ǽအǺလ််ǽထ်ǽအင။် jә ʔɔ́ lә́ thәʔàɴ 「私はパアンに住んでいる」(位置) 

     ယ်ǽမ်ǽထာငလ််ǽထ်ǽအင။် jә mә thàiɴ lә́ thәʔàɴ 「私はパアンから帰る」(起点) 

     ယ်ǽေလဝ်လ်ǽထ်ǽအင။် jә lì̱ lә́ thәʔàɴ 「私はパアンに行った」(着点) 

どの意味を表すかは、共起した動詞や文脈などの様々な要素によって決定される。※時を

表すこともある。 

 



12 
 

◆ၜး bá について 

 動詞助詞 ၜး bá は、動詞の後に置かれて、(1)機会(opportunity)「～する機会を得た」、(2)

経験(experience)「～したことがある」、(3)非意図(unintentionality, inadvertence)「うっかり～

する」などを表す。元々は、「当たる、ぶつかる」の意を表す動詞である。 

     အငး်ၜးဍာ်ေအး။ ʔáɴ bá dài ʔé 「まだ食べていない」(機会) 

     ယ်ǽဍးၜးဏ်ǽ ယ်ǽသာၰǿဲ˺။  jә   dá   bá nә̀,  jә  θà xwî「お会いできて嬉しいです」(機会) 

                        1sg  会う    2sg  1sg 心 軽い 

     ယ်ǽအငး်ၜးဖံၠǿခǻံင်။့  jә  ʔáɴ  bá phlòʊɴ khәnôɴ「私はカレンのモヒンガーを食べたことがある」(経験) 

                   1sg 食う   カレン   緬 

     ယ်ǽအငး်ၜးအ်ǽေဝခ့ǻံင်။့  jә  ʔáɴ  bá ʔәwê khәnôɴ「私は彼のモヒンガーを食べてしまった」(非意図) 

                      1sg 食う    3sg   緬 

 

◆所有者の表し方 

 所有者は、代名詞の場合、ယ်ǽသိǽဝ် jә θò (私+友)「私の友人」のように、所有物を表す名詞

の前に置く。 

 一般名詞や固有名詞の場合も所有物を表す名詞の前に置くが、間に 3 人称代名詞(前置形)

が現れることがある。 

     ƭဆာ(့အ်ǽ)ၯိငး် chәrâ (ʔә) ɣéiɴ 「先生の家」 
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【5】  ယ်ǽမ်ǽေလဝ်ထငး်မငႋ်တ်ǽေလႋ                   

        jә mә lì̱ tháɴ māɴtәlē     「マンダレーに行きます」 
 

---  ေကခိǽတ် ယ်ǽမ်ǽေလဝ်ဆ်ǽယာင။် 
     kèkhó jә mә lì̱   chәjàiɴ 
     明日    1sg  IRR  行く  遠く 

    「明日、私は旅行に行きます」 

---  မ်ǽေလဝ်ခဝ့်လယ်။  ပ်ǽကင်ၯ့ာ။ 
     mә lì̱   khɔ̂ lɛ̀      pәkâɴ ʁà 
     IRR  行く どこ  か      バガン   か 

    「どこに行くのですか？バガンですか？」 

---  မာဲွေအး။  ယ်ǽမ်ǽေလဝ်ထငး်မငႋ်တ်ǽေလႋ။ 
     mwɛ̄ ʔé   jә mә lì̱ tháɴ māɴtәlē 
     be     NEG  1sg IRR 行く up   マンダレー 

    「違います。マンダレーに行きます」 

---  မ်ǽေလဝ်ေဍဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့ 
     mә lì̱   dē chәnɔ́ lɛ̂ 
     IRR  行く で   何     か 

    「何で行きますか？」 

---  မ်ǽေလဝ်ေဍလာငး်ေမǺ်။ 
     mә lì̱   dē láiɴmí̱ 
     IRR  行く で   汽車(電車) 

   ယ်ǽၰǿ̋ဍးလာငး်ေမǺ်လဲမးသးီၯံငယ်ǽဂ်။ 
     jә xwè dá láiɴmí̱ lɛ́má θí ɣòɴ jàʊ 
     1sg 買う てある  汽車   切符  も  終わる  完了 

    「汽車で行きます。汽車の切符も既に買ってあります」 
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---  ဏ်ǽမ်ǽေလဝ်ေဍဖံၠǿလယ်။  ေဍဏ်ǽသိǽဝ်ၯာ။ 
     nә mә lì̱   dē phlòʊɴ lɛ̀   dē nә θò ʁà 
     2sg IRR  行く と   誰      か    と  2sg  友  か 

    「誰と行くのですか？友達とですか？」 

---  ယ်ǽမ်ǽေလဝ်ေဍယ်ǽေမာဝ်ႋယ်ǽဖါႋေဖံၠေဖံၠ။  (「両親」は ေမာဝ်ႋတံǽပ့ါပါ ့でもよい) 

     jә mә lì̱   dē jә mʊ̄ jә phā phléphlé   (mʊ̄tôʊɴpàpâ) 
     1sg IRR  行く と  1sg 母   1sg 父   一緒に 

    「両親と共に行きます」 

 
学習のポイント 

◆上方向を表す動詞助詞ထငး် tháɴ (ʁáɴ, láɴ) 

 移動を表す動詞の後にထငး် tháɴ (「上がる」に由来)を置くと上方への移動を表す。一方、

လင ်làɴ (ʁàɴ)(「下りる」に由来)を置くと、下方への移動を表す。 

     အ်ǽေဝေ့လဝ်ထငး်။ ʔәwê lì̱ tháɴ 「彼は上って行った」 

     အ်ǽေဝေ့လလင။် ʔәwê lì̱ làɴ   「彼は下って行った」 

 これらが状態動詞と共に使われることがある。その場合、その状態への変化を表す。一

般的に、ထငး် tháɴ は増加が関わる場合に使われ、減少が関わる場合にはလင ် làɴ が使われ

る傾向がある。 

     ဖံၠǿအးထငး်။ phlòʊɴ ʔá tháɴ 「人が多くなった（増えた）」 

     ဖံၠǿယǺာလင။် phlòʊɴ ɕà làɴ   「人が少なくなった（減った）」 

 

◆助詞 ေဍ dē は随伴者、道具、列挙などを表す。発音に合わせて ေဍႋ とも書く。 

     အ်ǽေဝေ့လဝ်ေဍအ်ǽသိǽဝ်။ ʔәwê lì̱ dē ʔә θò 「彼は友人と行った」 

     အ်ǽေဝေ့ကဝ်ေဍသးီေကဝ်ၜံင။် ʔәwê kè dē θíkèbòɴ 「彼はボールペンで書いた」 

     ယ်ǽေဍဏ်ǽ jә̀ dē nә̀ 「俺とお前」 

 

◆保持「～しておく」「～してある」を表す動詞助詞 ဍး (ထး) dá (thá) 

     ယ်ǽအငး်ဖံင်ဍ့းသိǽင်။့ jә ʔáɴphôɴ dá θә̂ɴ 「私はおかずを作っておいた」 

 

◆副詞の位置 

 副詞などの動詞を修飾する要素は「動詞（＋目的語）」の後に現れる。 

     ယ်ǽအငး်ဖံင်သ့ိǽင်ေ့ဍယ်ǽေမာဝ်ႋေဖံၠေဖံၠ။ jә ʔáɴphôɴ θә̂ɴ dē jә mʊ̄ phléphlé「私は母と料理をした」 

     အငး်ေမဝ်ေအဖဲၠ။ ʔáɴ mì̱ ʔèphlɛ́ 「急いでご飯を食べなさい」 

     အငး်ေမဝ်ၰယ်ၰယ်။ ʔáɴ mì̱ xɛ̀xɛ̀ 「ゆっくりご飯を食べなさい」 
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【6】  မာဲွမာဆ်ǽမာဆ်ǽဏǺလ်ယ် ့               

        mwɛ̄ mà chәmà chәnɔ́ lɛ̂ 「何の仕事をしているのですか？」 
 

---  စဝ်ေခဝ်အ့်ǽဖါႋဏǺ ်မာဲွမာဆ်ǽမာဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့ 
     cɔ̀khî̱ ʔә phā nɔ́ mwɛ̄ mà chәmà chәnɔ́ lɛ̂ 
     チョーキ 3sg 父   TOP  be    する  仕事    何     か 

    「チョーキのお父さんは何の仕事をしているのですか？」 

---  ကဲကျံငႋ်ƭဆာမိ့ǽဒ။် 
     kɛ́ cōɴ chәrâ m̀ 
     なる 学校 教師    よ 

   မာေလာဟ်လိက်ပ်ǽယငလ််ǽအ်ǽဆင်ခ့ငး်ထာ်ကျံငႋ်ဏǺ။် 
     màlʊ́ lái pәjàɴ lé ʔәchâɴ kháɴthài cōɴ nɔ́ 
     教える  文字 ビルマ  で  段階     初歩       学校 あの 

    「学校の教師をやってるんですよ。小学校でビルマ語を教えています」 

---  ဏ်ǽေမာဝ်ႋဝဝ်မ့ာဲွမာဆ်ǽမာဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့ 
     nә mʊ̄ wɔ̂ mwɛ̄ mà chәmà chәnɔ́ lɛ̂ 
     2sg  母   は   be    する  仕事    何      か 

    「お母さんは何の仕事しているのですか？」 

---  အငး်ဆာဆ့်ǽ။ 
     ʔáɴchâ chә̄ 
     売る     物 

   အငး်ဆာဆ့်ǽ ဆ်ǽဖာ်ဆ်ǽမာကိǽဝ်မိငက်ိǽဝ်စိင။် 
     ʔáɴchâ chә̄ chәphàichәmà kò mèiɴ kò cèiɴ 
     売る     物    品物             各  種     各   類 

    「物売りをしています。色々な品物を売っています」 
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---  အငး်ဆာေ့ဝထ့ငံႋ်ခ်ǽလယ်။ 
     ʔáɴchâ wê thōɴ khә lɛ̀ 
     売る     強意 で    どこ か 

    「どこで売っているんですか？」 

---  အငး်ဆာဆ့်ǽလ်ǽဖျာလ့ာငႋ်ဖိǽငဏ်Ǻလ်ဝ်။့ 
     ʔáɴchâ chә̄ lә́ phjâ lāiɴ phә̀ɴ nɔ́ lɔ̂ 
     売る     物    で  市場 ライン  中    あの 断定 

   အ်ǽေမာဝ်ႋအ်ǽဖျာဏ့Ǻဖံၠ်ǿၯယ်ၰ့ǿ̋အးမာႋလဝ့်။ 
     ʔәmʊ̄ ʔә phjâ nɔ́ phlòʊɴ ɣɛ̂ xwè ʔá  mā  lɔ̂ 
     母      3sg  店   TOP  人      来る 買う  多い  very  断定 

       (= ဖံၠǿအဍဲǿိဝ်အးမာႋလဝ် ့/ ဆ်ǽအဍဲǿိဝ်အးမာႋလဝ်)့ 

        phlòʊɴ ʔɛ́dò ʔá mā lɔ̂ /  chә ʔɛ́dò ʔá mā lɔ̂ 
        人       愛する 多い very  断定  物    愛する 多い very 断定 

    「ライン市場で売っています。母の店は人気があります」 

 
 
学習のポイント 

◆コピュラ動詞 မာဲွ mwɛ̄ の「～のだ」を表す用法 

 文頭や述部頭に မာဲွ mwɛ̄ を置くと、日本語の「～のだ」と同様の機能を持つ。 

     မာဲွယ်ǽမာလဝ်။့ mwɛ̄ jә mà lɔ̂ 「私がやったのだ」 

     မာဲွအ်ǽေဝေ့လဝ်ခဝ်လ့ယ်။ mwɛ̄ ʔәwê lì̱ khɔ̂ lɛ̂ 「彼はどこへ行ったのか」 

 

◆「～は？」を表す ဝဝ် ့wɔ̂  

     ဏ်ǽဝဝ်မ့်ǽေလဝ်ၯာ။့ nә̀ wɔ̂ mә lì̱ ʁâ 「あなたは行きますか？」 

 

◆「すべての～」を表すကိǽဝ် kò … ေဍ dè 

 ကိǽဝ် kò は、助数詞の前に置かれて「すべての～」を表す。ကိǽဝ် kò … は名詞句の直後あ

るいは述部の末尾に置かれる。さらに通常は助数詞の後に ေဍ dè が現れる(省略可)。 

     ဖံၠǿၯယ်က့ိǽဝ်ၯာေဍ။ phlòʊɴ ɣɛ̂ kò ɣà dè 「すべての人が来た」 

 

◆場所を表すထငံႋ် thōɴ。場所が狭い範囲に限定できる場合にလ်ǽ lә́ より好んで使われる。 

     ယ်ǽမ်ǽအǺထ်ငံႋ်ယိǽဝ်။ jә mә ʔɔ́ thōɴ jò 「私はここにいることにします」 
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◆「買いに来る」－動詞連続 

 ポー・カレン語には 2 種類の動詞連続がある。連結型と分離型である。どちらも、時間

的に連続して生起する複数の事象を表す。連結型は、V1 と V2 が「手段－目的」「様態－動

作」といった意味関係で結ばれる。★を付した例のように、「他動詞＋自動詞」という組み

合わせの場合、V1 の目的語項が V2 の主語項と同一になり、使役的意味が生じることに注

意せよ。 

     ယ်ǽေလဝ်ၰǿ̋ယး။ jә lì̱ xwè já 「私は魚を買いに行った」（手段－目的） 

     ယ်ǽအငး်ဖံင်အ့ငး်ေမဝ်။ jә ʔáɴphôɴ ʔáɴ mì̱ 「私は飯を炊いて食べた」（手段－目的） 

     ယ်ǽဆီဏ့ငၯ်ငး်။ jә chînàɴ ɣáɴ 「私は座って泣いた」（様態－動作） 

     ယ်ǽေဍာဟ်သီအ့်ǽ။★ jә dʊ́ θî ʔә̀ 「私は彼を殴り殺した」（手段－目的） 

 分離型は、V1 の事象が生じた結果として生起する事象を V2 が表す。 

     ယ်ǽအငး်ေမဝ်ၜယၠ်ယǽဂ်။ jә ʔáɴ mì̱ blɛ̀ jàʊ 「ご飯を食べて腹一杯になった」 

     ယ်ǽေဍာဟ်အ်ǽသီမိ့င။် jә dʊ́ ʔә̀ θî mèiɴ 「彼を殴ったら死んでしまった」 

 

◆「～することが多い」－補文の形成 

 節は、名詞化等の手続きを経ずに、そのままの形で主文に埋め込むことができる。 

     ဖံၠǿၯယ်အ့း။ phlòʊɴ ɣɛ̂ ʔá 「人が来ることが多かった」 

     အ်ǽေဝက့ၠီးဖဲၠ။ ʔәwê klí phlɛ́ 「彼の走り方は速い」 

     ယ်ǽဍးအ်ǽေဝက့ၠီး။ jә dá ʔәwê klí 「私は彼が走るのを見た」 
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【7】  မ်ǽအǺအ််ǽအǽဂ်လ်ǽဆီ ့               

        mә ʔɔ́ ʔәʔàʊ lәchî 「十冊あるだろう」 
 

---  (လ်ǽ)နာနႋ်ပȆဝဝ်အǺဏ်Ǻ ်ဂျ်ǿပါန်လ့ိက်အǽဂ်အǺၯ်ာ။့ 
     (lә́) nāɴpàiwɔ̀ ʔɔ́ nɔ́  cәpâɴ láiʔàʊ ʔɔ́ ʁâ 
     に   ナンパイウォ    所 TOP   日本    本     ある か 

     「ナンパイウォは日本の本を持っていますか？」 

---  အǺ။်     (အǺမိ်ǽဒ်။့) 
     ʔɔ́       (ʔɔ́ m̂) 
     ある       ある よ 

    「持っていますよ」 

---  အǺၰ်ǿ̋ႋအǽဂ်လယ်။         (အǺၰ်ǿ̋ႋၜိငး်လယ်။) 
     ʔɔ́  xwē ʔàʊ lɛ̀          ʔɔ́  xwē béiɴ lɛ̀ 
     ある  幾    冊   か                 ある  幾     枚    か 

    「何冊持っていますか？」 

---  မ်ǽအǺဏ်ငႋ်အ်ǽအǽဂ်လ်ǽဆီ။့ 
     mә ʔɔ́  nāɴ ʔәʔàʊ lәchî   (nāɴ は nɔ̄ とも発音される) 
     IRR  ある  約  冊      十 

    「十冊くらいあるでしょう」 

---  အးကိǽႋမိǽဒ်။့   (အးကိǽႋမ်ǽေဍ။) 
     ʔá  k̄ m̂     (ʔá k̄ mәdè) 
     多い 結構 よ     多い 結構 であろうかと 

    「それはけっこう多いですよ」(「それはけっこう多いんじゃないかと」) 

---  လ်ǽယ်ǽအǺဏ်Ǻ ်အǺလ််ǽအǽဂ်လဝ်မိ့ǽဒ။် 
     lә́  jә ʔɔ́ nɔ́ ʔɔ́  lә ʔàʊ lɔ̂ m̀ 
     に   1sg 所 TOP  ある 一  冊   断定 よ 

    「私は一冊しか持っていません」 
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---  ဏ်ǽေဏဝ်ႋေၜǺ်သိǽဝ်လယ်။ (ဏ်ǽေဏဝ်ႋေၜေ့သǺသ်ိǽဝ်လယ်။) 
     nә nī̱  bí̱θò  lɛ̀           (nә nī̱ bêθí̱θò  lɛ̂) 
     2sg 得る いかよう か            2sg 得る いかよう か 

    「どうやって入手したのですか？」 

---  ယ်ǽသိǽဝ်သံǽစိ့ǽဝ်ေဖǺ်ယ်ǽလ်ǽဂျ်ǿပါန်ခ့ါနႋ်အိǽဝ်။  (= ယ်ǽသိǽဝ်သံǽေ့ဖǺ်လင်ယ့်ǽ ...) 
     jә θò θôʊɴ cò phí̱ jә̀ lɯ́ cәpâɴ khāɴ ʔò  (= jә θò θôʊɴ phí̱lâɴ jә̀ ...) 
     1sg 友  送る  遠隔 受益 1sg から 日本    国    あの    1sg 友   送る   受益   1sg 

    「友達が日本から送ってくれました」 

 
注： ေဖǺ် phí̱, wí̱ は受益を表す動詞助詞。動詞 ေဖǺ်လင် ့phí̱lâɴ「与える」に由来する(→10 課)。 

 

 
学習のポイント 

◆所有表現 

 所有「A は X を持っている」は、X အǺလ််ǽ A အǺ ်[X ʔɔ́ lә́ A ʔɔ́]「直訳：X は A のところにあ

る」と表現する。 

     ပ်ǽယငလ်ိက်အǽဂ်အǺလ််ǽယ်ǽအǺ။် pәjàɴ láiʔàʊ ʔɔ́ lә́ jә ʔɔ́ 「私はビルマ語の本を持っている」 

     ကာႋအǺလ််ǽဏ်ǽအǺၯ်ာ။့ kā ʔɔ́ lә́ nә ʔɔ́ ʁâ 「あなたは自動車を持っていますか？」 

 

◆「約～」を表すဏငႋ် nāɴ (nɔ̄) 

 ဏငႋ် nāɴ (nɔ̄)は、数量表現の前に置いて、「約～」「～くらい」を表す。 

     ဖံၠǿၯယ်ဏ့ငႋ်ယာဲၯာ။ phlòʊɴ ɣɛ̂ nāɴ jɛ̄ ɣà 「人が 5 人くらい来た」 

 助数詞の前に直接置くと、少数（特に「一」）を表す。 

     ေဖǺ်လင်ယ့်ǽဏငႋ်ဖံၠǿး။ phí̱lâɴ jә̀ nāɴ phlóʊɴ 「私にちょっと(1 個)ください」 

 

◆ 動詞助詞 စိǽဝ် cò 

 စိǽဝ် cò は、動作主が遠くに向かって動作を行うことを表す動詞助詞である。 

      ယ်ǽသိǽဝ်သံǽစိ့ǽဝ်ေဖǺ်ယ်ǽလ်ǽဂျ်ǿပါန်ခ့ါနႋ်အိǽဝ်။  jә θò θôʊɴ cò phí̱ jә̀ lɯ́ cәpâɴ khāɴ ʔò 

                      「友人が日本から送ってくれたのだ」 

      ယ်ǽေယာဝ်ႋဖိǽငစိ်ǽဝ်ဆ်ǽထǽငး်လီႋ။  jә jʊ̄phә̀ɴ cò chәthә́ɯɴlī 「私は踊りを遠くから見た」 
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◆数詞 

လိǽင် ့lә̂ɴ 1,     ဏီ ့nî  2,     သိǽင် ့θә̂ɴ 3,     လီႋ lī 4,     ယာဲ jɛ̄ 5 

ၰȀ˺ xɯ̂ 6,     ǳ˝ǽ ့ nwê 7,    ေၰာတ် xó 8,  ခဲǽႋ khwī 9,  လ်ǽဆီ ့lәchî 10,  (လ်ǽ)ဆီလ့ိǽင် ့(lә)chîlә̂ɴ 11 

 

位を表す数詞 

      ဆီ ့chî 十,  ယာ jà  百,  ထငံ် ့thôɴ 千,  လာ là 万,  သငိႋ် θēiɴ (လǽဂ် làʊ) 十万 

        cf. 物の値段の場合、百には ဖငႋ် phāɴ を、千には မိǽင် ့mә̂ɴ を使う。 

 

基数が位を表す数詞と組み合わさると次のようになる。下降調を持つ 2,3,6,7 の声調が中平

調に交替することに注意。ただし正書法上は元の下降調を表す綴り字で書かれる。本テキ

ストでは学習上の便宜を考え、中平調を表す綴り字で書く。 

 

လ်ǽဆီ ့lәchî 10,    ဏႋီဆီ ့nīchî  20,   သိǽငႋ်ဆီ ့θә̄ɴchî 30,    လီႋဆီ ့līchî 40,   ယာဲဆီ ့jɛ̄chî 50 

ၰȀႋဆီ ့xɯ̄chî 60,  ǳ˝ǽႋဆီ ့nwēchî 70,  ေၰာတ်ဆီ ့ xóchî 80,   ခဲǽႋဆီ ့khwīchî 90 

 

လီႋဆီယ့ာဲ līchîjɛ̄ 45,   သိǽငႋ်ထငံ်ယ့ာဲယာလ်ǽဆီǳ့ ˝ǽ ့  θә̄ɴthôɴjɛ̄jà(lә)chînwê 3517 

          値段の場合は သိǽငႋ်မိǽင်ယ့ာဲဖငႋ်လ်ǽဆီǳ့ ˝ǽ ့  θә̄ɴmә̂ɴjɛ̄phāɴ(lә)chînwê 

 

◆助数詞 

ၯာ ɣà  人,  ဍȀ dɯ̀  匹,  ၜိငး် béiɴ  枚,  ၜံင ်bòɴ  本,  ဖံၠǿး phlóʊɴ 個,  မိင ်mèiɴ 種 

 （哺乳類には ဍȀ dɯ̀ を使うが、昆虫・鳥類には ၜိငး် béiɴ を使う。蛇や蜥蜴には ၜံင ်bòɴ） 

 

数え方 (やはり下降調を持つ 2,3,6,7 の声調が中平調に交替することに注意) 

လ်ǽၯာ lәɣà 1 人,  ဏႋီၯာ nīɣà  2 人, သိǽငႋ်ၯာ θә̄ɴɣà 3 人,   လီႋၯာ līɣà 4 人,  ယာဲၯာ jɛ̄ɣà 5 人 

ၰȀႋၯာ xɯ̄ɣà 6 人,  ǳ˝ǽႋၯာ nwēɣà 7 人,  ေၰာတ်ၯာ xóɣà 8 人,   ခဲǽႋၯာ khwīɣà 9 人 

ဏႋီဆီလ့်ǽၯာ nīchîlәɣà  21 人 

一の位がゼロのとき → အ်ǽၯာလ်ǽဆီ ့ʔәɣà lәchî 10 人, အ်ǽၯာဏႋီယာ ʔәɣà nījà 200 人 
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【8】  ယ်ǽမ်ǽေလဝ်ၜါၜးသာကၠံငလ််ǽလȒ ံǿႋ                  

        jә mә lì̱ bà báθà klòɴ lәkōʊɴ  「シュエダゴン・パゴダに行きたい」 
 

---  ဏငႋ်ပȆဝဝ် လ်ǽဏယီိǽဝ် ဏ်ǽမ်ǽေလဝ်ၜးသာထငံႋ်ခ်ǽလယ်။ 
     nāɴpàiwɔ̀ lәnìjò nә mә lì̱ báθà thōɴ khә  lɛ̀ 
     ナンパイウォ  今日    2sg IRR 行く たい  あたり どこ  か 

    「ナンパイウォ、今日はどこに行きたいですか？」 

---  လ်ǽဏယီိǽဝ် ယ်ǽမ်ǽေလဝ်ၜါၜးသာကၠံငလ်Ȓ ံǿႋ။ 
     lәnìjò jә mә lì̱  bà  báθà klòɴ lәkōʊɴ 
     今日    1sg IRR 行く 拝む たい   仏塔   ヤンゴン 

    ၜးထǽက်ေဏဝ်ႋကာႋထငံႋ်ယိǽဝ်ၯာ။့ 
     bá tháʊ nī̱ kā  thōɴ  jò ʁâ 
     must  乗る 得る 車   あたり  ここ か 

    「今日はシュエダゴン・パゴダに行きたいです。ここで車をつかまえなければなりませんか？」 

---  ၜးေလဝ်ေဍကာႋေအး။  ကၠံငလ်Ȓ ံǿႋဏǺၜ်ǽဂ်ေခါတ်လဝ်။့ 
     bá  lì̱  dē kā ʔé           klòɴ lәkōʊɴ nɔ́ bàʊkhó lɔ̂ 
     must  行く で 車  NEG          仏塔   ヤンゴン  TOP  近い    断定 

    ေလဝ်စာငး်ခငး်ေဏဝ်ႋလဝ်။့ 
     lì̱  cáiɴ kháɴ nī̱  lɔ̂ 
     行く 歩く 脚     得る 断定 

    「車で行く必要はありません。シュエダゴン・パゴダは近いですから。歩いて行けます」 

---  လာႋဏင်ၜိ့ǽဝ်သးီ အ်ǽခါယ့ိǽဝ် ယ်ǽခငး်ဆာ။့ 
     lānâɴbò θí  ʔәkhâjò jә kháɴ châ 
     しかし     も    今       1sg  脚(足) 痛い 

    ေလဝ်ေဍဆကိ်ကာႋမ်ǽကဲၯာ။့ 
     lì̱   dē cháikā mә kɛ́ ʁâ 
     行く で   輪タク   IRR  成る か 

    「でも、今、脚が痛いです。輪タクで行けますか？」 



22 
 

---  ေလကဲ။   ေအမာဲွေၜဏ့Ǻသ်ိǽဝ်မ်ǽေလဝ်ေဍဆကိ်ကာႋလဝ်။့ 
     lì̱   kɛ́     ʔè mwɛ̄ bê nɔ́ θò  mә lì̱   dē cháikā lɔ̂ 
     行く 成る     if  be     そのよう     IRR  行く で   輪タク   断定 

    「行けますよ。それでは、輪タクで行きましょう」 

---  မ်ǽၜးေဖǺ်လင်ဏ့ငႋ်ယǺးလယ်။့ 
     mә bá phí̱lâɴ nāɴ ɕá lɛ̂ 
     IRR  must  与える   約  いくら  か 

    「いくらくらいしますか？」 

---  မ်ǽၜးေဖǺ်လင်,့ က်ǽလǽဂ်, ဏငႋ်ယာဲဆီၜ့းဍငံ။်  (က်ǽလǽဂ် = Ƴကိǿဒ)် 

     mә bá phí̱lâɴ, kәlàʊ, nāɴ jɛ̄chî bádòɴ 
     IRR  must  与える   思うに    約   五十   似る 

    「思うに、50 ほどでしょう」 

 
 
学習のポイント 

◆動詞の前に現れる ၜး bá について 

 動詞の後に現れる動詞助詞 ၜး bá (元々は、「当たる、ぶつかる」の意)は、(1)機会「～する

機会を得た」、(2)経験「～したことがある」、(3)非意図「うっかり～する」などを表す(4 課

参照)。しかし、動詞の前に現れる動詞助詞 ၜး bá は、「～しなければならない」（当為）を

表す。 

     ၜးအငး်ေဍေနာဟ်ထံǽ။ bá ʔáɴ dē nʊ́thòʊɴ 「匙で食べなければならない」 

否定文では、「～しなくてもよい」（不必要）を表す。 

     ၜးေလဝ်ေအး။ bá lì̱ ʔé 「行かなくてもいい」 

 

◆可能を表す表現のいくつか 

 可能を表す表現には様々なものがある。可能は多くの場合、分離型動詞連続(6 課参照)の

第二動詞によって表される。6 課では、「分離型は、V1 が生じた結果として生起する事象を

V2 が表す」としたが、実は、V2 が可能を表すこともあるのである。 

 ေဏဝ်ႋ nī̱ は、「許可されているので可能である」あるいは「状況的に可能である」といっ

た意味を表す。 

     အငး်ေမဝ်ေဏဝ်ႋ။ ʔáɴ mì̱ nī̱  「ご飯を食べてもかまいません」 

                              「(この状況であれば)ご飯が食べられます」 

「～してはならない」はこの ေဏဝ်ႋ nī̱ を用いて表す。 
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     အငး်ေမဝ်ေဏဝ်ႋေအး။ ʔáɴ mì̱ nī̱ ʔé   「ご飯を食べてはなりません」 

(ちなみに禁止命令はအငး်ေမဝ်လ်ǽေၯဝ်။  ʔáɴ mì̱ lәɣì̱(lәxì̱, lәkhì̱)  「ご飯を食べるな」のよう

に、述語末にလ်ǽေၯဝ် lәɣì̱ (lәxì̱, lәkhì̱) を置いて表す。) 

     ကဲ kɛ́ は、「努力すれば実現できる」「万難を排せば実現できる」といった意味を表す。

否定文では、「努力しても実現できないほど困難である」という意味合いになる。 

     အငး်ေမဝ်ကဲ။ ʔáɴ mì̱ kɛ́  「(食欲はないが我慢すれば)ご飯が食べられます」 

     အငး်ေမဝ်ကဲေအး။ ʔáɴ mì̱ kɛ́ ʔé  「どうしても食べられません」 

 以上 2 つが表す意味は状況可能であろう。能力可能を表すものとして、ၜး bá 「正しく行

う能力がある」、ေသǺ ်θí̱「習得したのでそれを行う能力がある」がある。 

     ယ်ǽခၠါငဖံၠ်ǿၜး။  jә khlàiɴ phlòʊɴ bá   「私はカレン語が話せる」(→13 課) 

     ယ်ǽဏင်က့ာႋေသǺ။်  jә nâɴ kā θí̱   「私は車が運転できる」 

 

◆条件文の作り方 

 条件文は、従属節助詞 ေအ ʔè を動詞句の直前に置いて作る。 

     ဏ်ǽေအေလဝ် ယ်ǽသးီမ်ǽေလဝ်။ nә ʔè lì̱, jә̀ θí mә lì̱  「あなたが行くなら私も行きます」 

従属節末尾にဏǺ ်nɔ́「あの」 ၜိǽဝ် bò「？」 ဍȀ dɯ̀「？」စာ်ၜိǽဝ် càibò「言うなら」が置かれる

ことがよくある。 

     ဏ်ǽေအေလဝ်ဏǺ ်ယ်ǽသးီမ်ǽေလဝ်။ nә ʔè lì̱ nɔ́, jә̀ θí mә lì̱  「あなたが行くなら私も行きます」 

     ဏ်ǽေအေလဝ်ၜိǽဝ် ယ်ǽသးီမ်ǽေလဝ်။ nә ʔè lì̱ bò, jә̀ θí mә lì̱  「あなたが行くなら私も行きます」 
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【9】  ဆ်ǽအငး်ဆာထ့းေမǺ်ဆ်ǽဖȆဆ်ǽမာဖျာအ့Ǻၯ်ာ ့
        chә ʔáɴchâ thámí̱ chәphàichәmà phjâ ʔɔ́ ʁâ「電気製品を売る店はありますか？」 
 

---  ဝါဲစဝ်၊ ထငံႋ်လ်ǽပးယိǽဝ်ဆ်ǽအငး်ဆာထ့းေမǺ်ဆ်ǽဖȆဆ်ǽမာဖျာအ့Ǻၯ်ာ။့ 
     wɛ̄cɔ̀, thōɴ lәpá jò chә ʔáɴchâ thámí̱ chәphàichәmà phjâ ʔɔ́ ʁâ 
     兄      あたり  近辺 この 物   売る     電気    物品            店    ある か 

    「すみません、このあたりに電気製品を売っている店はありますか？」 

---  အǺမိ်ǽဒ်။့  ဖဝ်ႋယိǽဝ် စဲပိငႋ်တာ်ထငး်အ်ǽက်ǽပးဏǺလ်ဝ်။့ 
     ʔɔ́ m̂    phɔ̄jò cɛ́pēiɴ tài tháɴ ʔәkәpá nɔ́  lɔ̂ 
     ある よ    たった今 自転車   出る  up   横       あの 断定 

     ဍးၯာ။့ 
     dá    ʁâ 
     見える  か 

    「ありますよ。今、自転車が出てきた横にあります。見えますか？」 

---  မာဲွ၊  ဍးယǽဂ်။  ဍးယǽဂ်။ 
     mwɛ̄,  dá    jàʊ,  dá    jàʊ 
     be       見える  完了   見える  完了 

    ဖျာအ့်ǽေဝ့ဏǺ ်အငး်ဆာေ့ယခ့ါဲတၠာေ့ဆဝ်ႋၯာ။့ 
     phjâ ʔәwênɔ́ ʔáɴchâ jêkhɛ̄tәlâ ɕī̱   ʁâ 
     店     あれ      売る     冷蔵庫      too   か 

    ယ်ǽၜးလိǽဝ်ၜ့းေယခါဲတၠာဖ့ါေဍာဟ်ဏငႋ်ဖံၠǿး။ 
     jә bálô bá jèkhɛ̄tәlâ phàdʊ́ nāɴ phlóʊɴ 
     1sg 必要 無意志  冷蔵庫     大きな   約    個 

    「見えました。見えました。あの店は冷蔵庫を売っていますか？大きな冷蔵庫が必要なのです」 

---  လ်ǽဖျာအ့်ǽေဝဏ့Ǻ ်အ်ǽေဍာဟ်အǺေ်အး ၜးဍငံ။် 
     lé phjâ ʔәwênɔ́ ʔә-dʊ́  ʔɔ́  ʔé  bádòɴ 
     に  店    あれ     大きいの  ある NEG  似る 
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    အ်ǽေပဝ်ဏ့Ǻအ်Ǻေ်သǺဍ်းဆ်ǽသာလဝ်။ 
     ʔә-pî̱   nɔ́  ʔɔ́  θí̱  dáchәθà lɔ̀ 
     小さいの  TOP  ある 可能  のですよ  断定 

    「あの店に大きいのはないと思います。小さいのはある可能性があります」 

---  မာဲွၯာ။့ မ်ǽေလဝ်ေယာဝ်ႋဍးေဝ့ၰဝ်ႋ။  ဆ်ǽဂǽဏႋ်ဆ်ǽတာၰဝ်ႋ။ 
     mwɛ̄ ʁâ   mә lì̱  jʊ̄   dáwê xɔ̄        chәkhōʊɴ chәtà xɔ̄ 
     be     か    IRR  行く 見る させて   よ              ありがとう     ね 

    「そうですか。行ってみます。ありがとうございます」 

---  အ်ǽကွာအǺေ်အး။ 
     ʔәkwà ʔɔ́ ʔé 
     問題    ある NEG 

    「どういたしまして」 
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学習のポイント 

◆ ဆ်ǽ chә「もの」を用いた非人称構文 

 主語位置にဆ်ǽ chә「もの」が現れた節はいわゆる非人称構文(impersonal construction)の一

種である。この構文には次のような用法がある。 

(1)談話的動機付け(discourse-motivated)によって使われる場合 

   [a] 動作主が一般的であることを表す 

     ဆ်ǽေလဝ်စာငး်က˝ǽလ်ǽကၠံငလ်Ȓ ံǿႋကၠ်ǿလဝ်။့  chә lì̱ cáiɴkwè lә́ klòɴlәkōʊɴ klә̀ lɔ̂ 

                               「みないつもシュエダゴンパゴダに遊びに行っている」 

   [b] agent についての情報が重要ではないことを表す 

     ဆ်ǽေဍာဟ်ယ်ǽ။ chә dʊ́ jә̀ 「俺は殴られた」（殴られたことが重要） 

(2)意味論的動機付け(semantics-motivated)によって使われる場合 

   [c] 自然現象を表す 

     ဆ်ǽမ်ǽဆိǽင။် chә mә chә̀ɴ 「雨が降るだろう」 

   [d] 心理現象や生理現象を表す 

     ဆ်ǽပȆွသာယǽဂ်။ chә pwài θà jàʊ 「疲れた」 

 

◆関係節の作り方 

(1) 名詞主要部(head noun)が関係節内の主語に相当する場合、名詞の後に述部を直接置く。 

     ဖံၠǿေလဝ်လ်ǽပ်ǽယငခ်ါနႋ် phlòʊɴ [ lì̱ lә́ pәjàɴkhāɴ ] 「ビルマに行った人」 

   状態動詞が名詞を修飾する構造は、ここに含めて考えることができる。 

     ယးဖါေဍာဟ် já [ phàdʊ́ ] 「大きい魚」 

(2) 名詞主要部(head noun)が関係節内の主語以外の場合、関係節を名詞の前に直接置く。 

     ယ်ǽတာငေ်ကာဟ် [ jә tàiɴ ] kʊ́ 「私が作った菓子」 

     ဆ်ǽအငး်ဆာထ့းေမǺ်ဆ်ǽဖȆဆ်ǽမာဖျာ ့ [ chә ʔáɴchâ thámí̱ chәphàichәmà ] phjâ  

              「(誰かが)電気製品を売っている店」 

 

◆名詞形成接頭辞 အ်ǽ ʔә- 

     အ်ǽေဍာဟ် ʔә-dʊ́ 「大きいもの」 ← အ်ǽ + ေဍာဟ「်大きい」 

     အ်ǽေၯဝ် ʔә-ɣì̱ 「良いもの」 ←  အ်ǽ + ေၯဝ်「良い」 

     အ်ǽခၠိငး် ʔә-khléiɴ 「冷たいもの」 ← အ်ǽ + ခၠိငး်「冷たい」 

 名詞の後に အ်ǽ ʔә- で始まる名詞を置いて「～な…」を表す表現を作ることもできる。 

     ယးအ်ǽေဍာဟ် já ʔә-dʊ́ 「大きい魚、魚の大きいの」 

 

◆ 動詞助詞 ဍးေဝ ့ dáwê 「私に～させてください」 

 ဍးေဝ ့ dáwê は、話者が積極的にやりたいという意志を表す動詞である。日本語では、「私

に～させてください」と訳せる。 
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   မ်ǽေလဝ်ေယာဝ်ႋဍးေဝ့ၰဝ်ႋ။  mә lì̱ jʊ̄ dáwê xɔ̄「行ってみますね」 

   ယ်ǽမ်ǽမာဍးေဝ။့  jә mә mà dáwê 「私がやります；私にやらせてください」 

3 人称主語の場合、「勝手に～させておけ」といった意味になる。 

   အ်ǽေဝေ့လဝ်ဍးေဝ။့  ʔәwê lì̱ dáwê 「(あいつが行きたいのなら)行かせておけ」 

 上記は意志動詞と共起した場合である。無意志動詞と共起すると、「～であってもかまわ

ない」という意味になる。 

   အးဍးေဝ။့  ʔá dáwê 「多くてもかまわない」 

   သီဍ့းေဝ။့    θî dáwê「死んでもかまわない」 
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【10】  ထလီǾသးဏǺေ်အကျဝ်အ့ငး်ဏǺအ်ဲǽး 
          thìlɯ̀θá nɔ́ ʔè cɔ̂ ʔáɴ nɔ́ ʔwí    「ブーディーは揚げて食べるとうまい」 
 

---  စဝ်ေခဝ်ၯ့ယ်ေ့ဖǺ်လင်အ့ငး်ယ်ǽထလီǾသး။ 
     cɔ̀khî̱  ɣɛ̂  phí̱lâɴ ʔáɴ  jә̀  thìlɯ̀θá 
     チョーキ  来る  与える   食う  1sg  ブーディー(ユウガオの実) 

    ထလီǾသးဏǺ ်မ်ǽၜးအငး်ေၜǺ်သိǽဝ်လယ်။  (正式な綴りはေၜေ့သǺသ်ိǽဝ်လယ်) 
     thìlɯ̀θá nɔ́  mә  bá  ʔáɴ  bí̱θò lɛ̀ 
     ブーディー  TOP  IRR   must   食う  いかよう か 

    မ်ǽၜးအာငး်ကာ်အငး်ေၜယ့ိǽဝ်သိǽဝ်လဝ်ၯ့ာ။ 
     mә bá ʔáiɴkài ʔáɴ  bê jò θò  lɔ̂ ʁà 
     IRR  must  咬む     食う   かように   断定 か 

    「チョーキがブーディーを(食べてくださいと)持ってきてくれました。ブーディーはどうやって食べるんですか？ 

     このままかじって食べるんですか？」 

---  မာဲွေၜဏ့Ǻသ်ိǽဝ်ေအး။ 
     mwɛ̄ bê nɔ́ θò ʔé 
     be      さように   NEG 

    ဏ်ǽၜးကၠိǿဝ်ခွိက်အ်ǽဖȆၯံင ်ၜးအငး်။ 
     nә  bá   klò  wái  ʔәphài ɣòɴ   bá ʔáɴ 
     2sg  must   剝く 投げる   皮       終わる  must  食う 

    ထလီǾသးဏǺ ်ေအကျဝ်အ့ငး်ဏǺအ်ဲǽး။ 
     thìlɯ̀θá nɔ́ ʔè  cɔ̂  ʔáɴ  nɔ́   ʔwí 
     ブーディー  TOP  if  揚げる  食う  TOP   美味 

    ေအအငး်ၜးသာ ယ်ǽမ်ǽကျဝ်ေ့ဖǺ်လင်ဏ့်ǽဖဝ်ႋယိǽဝ်ၰဝ်ႋ။ 
     ʔè ʔáɴ báθà  jә  mә  cɔ̂  phí̱lâɴ nә̀ phɔ̄jò  xɔ̄ 
     if   食う  たい    1sg  IRR  揚げる  与える  2sg  たった今  よ 

    「そういうのではありません。皮をむいてから食べなければなりません。ブーディーは 

     揚げて食べると美味しいです。食べたければ、今から揚げてあげますよ」 
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---  ကျဝ်ၯ့ံငယ်ǽဂ်။ အငး်ေယာဝ်ႋဝးၰဝ်ႋ။ 
     cɔ̂    ɣòɴ  jàʊ    ʔáɴ jʊ̄wá xɔ̄  
     揚げる  終わる  完了    食う  みる   よ 

    ထိǽဝ်အငး်ေဍဆ်ǽဆာငး်ထီဏ့Ǻ။် 
     thò  ʔáɴ dē chәcháiɴthî nɔ́ 
     つける  食う で  たれ          その 

    မာသာေၜǺ်သိǽဝ်လယ်။ 
     mà θà  bí̱θò lɛ̀ 
     する MID  いかよう か 

    「揚げ終わりました。食べてみてください。そのタレにつけて食べてください。いかがですか？」 

---  အဲǽးမာႋလဝ့်မိǽဒ။် 
     ʔwí mā lɔ̂  m̀ 
     美味  very  断定 よ 

    ဏငႋ်ပȆဝဝ်ေအေလဝ်အငး်ဆာလ့်ǽဂျ်ǿပါန်ခ့ါနႋ်အိǽဝ်ဍȀ မ်ǽၜးတ်ǽေကဝ်။ 
     nāɴpàiwɔ̀ ʔè lì̱ ʔáɴchâ lɯ́ cәpâɴ khāɴ ʔò dɯ̀, mә  bá tәkì̱ 
     ナンパイウォ  if  行く 売る    で   日本    国    あの if     IRR  都合が良い 

    မ်ǽအငး်ဆာၜ့းလဲကံǽ။့ 
     mә ʔáɴchâ bá  lɛ́kôʊɴ 
     IRR   売る    機会  すごく 

    「非常に美味しいですよ。ナンパイウォは日本に行って売ったらうまくいきますよ。すごく売れますよ」 

---  ပဝ်ၠထငး်သာၜ့းဍာၜးဍာ။ 
     plɔ̀ tháɴ θâ    bádàbádà 
     flatter  up   新局面    ほどほど 

    「お世辞を言うのはほどほどにしてください」 
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学習のポイント 

◆側置助詞 ေၜ ့... သိǽဝ်  bê ~ θò 「～のように」 

 ေၜ ့... သိǽဝ် は間に名詞を挟み込んで、「～のように」「～のような」を表す。 

     အ်ǽေဝတ့ာငေ်ကာဟ်ေၜအ့်ǽဖါႋသိǽဝ်။ ʔәwê tàiɴ kʊ́ bê ʔә phā θò「彼は父のように菓子を作った」 

 次のように、名詞の代わりに節を取ることもできる。 

     အ်ǽေဝတ့ာငေ်ကာဟ်ေၜအ့်ǽဖါႋမာသိǽဝ်။ ʔәwê tàiɴ kʊ́ bê [ ʔә phā mà ] θò 

       「彼は父がやるように菓子を作った」 

 

◆動詞助詞 ေဖǺ်လင် ့phí̱lâɴ 「～してやる」；「～させてやる」 

 「与える」の意の動詞に由来する動詞助詞 ေဖǺ်လင် ့phí̱lâɴ には、次の 2 つの用法がある。 

(1) 動詞の後に置いて、「～してやる」「～してあげる」（授益）を表す。形は ေဖǺ် phí̱ となる

こともある。さらに ေဖǺ် は wí̱ と発音することもある。 

     ယ်ǽတာငေ်ဖǺ်လင်အ့်ǽေဝေ့ကာဟ်။  jә tàiɴ phí̱lâɴ ʔәwê kʊ́ 「私は彼に菓子を作ってやった」 

この動詞助詞は受益者名詞を目的語として導入する適用標識(applicative marker)と考える

ことができる。ポー・カレン語の適用標識には他に次のようなものがある。 

     ယ်ǽအငး်ဖံင်ၜိ့ǽဝ်အ်ǽေဝေ့မဝ်။  jә ʔáɴphôɴ bò ʔәwê mì̱ 「私は彼がご飯を炊く手伝いをした」 

                          1sg 炊く      3sg  飯      (bò は手伝う相手を表す名詞を導入する) 

     ယ်ǽအငး်ၯိǿငအ််ǽေဝေ့မဝ်။   jә  ʔáɴ ɣә̀ɴ ʔәwê mì̱ 「私は彼と一緒にご飯を食べた」 

                          1sg 食う    3sg  飯      (ɣә̀ɴ は随伴者を表す名詞を導入する) 

   ယ်ǽေလဝ်ေခဝ်အ်ǽေဝ။့           jә  lì̱  khè ʔәwê  「私は彼の代わりに行った」 

                          1sg 行く    3sg         (khè は代行の相手を表す名詞を導入する) 

   ယ်ǽထဝ်ဍ့းအ်ǽေဝ။့          jә  thɔ̂  dá  ʔәwê  「私は彼より背が高い」 

                          1sg 高い    3sg       (dá は比較の対象を表す名詞を導入する。12 課参照) 

(2) 動詞の前に置いて、「～させてやる」（授益使役）を表す。形は ေဖǺ် phí̱ となることもあ

る。こちらは wí̱ とは発音されない。 

     ယ်ǽေဖǺ်လင်အ့ငး်အ်ǽခိǽဝ်သး။ jә phí̱lâɴ ʔáɴ ʔә̀ khòθá 「私は彼にマンゴーを食わせてやった」 

 

◆動詞助詞 ခွိက် khwái (wái)  「～してしまう」。動詞 ခွိက် khwái 「投げる」に由来する。 

 動詞の後に置かれ、徹底して何かを行う（何かが起きる）ことを表す。 

     အဝ်ခွိက်ေအလǽက်။  ʔɔ̀ wái ʔèláʊ 「全部飲んでしまいなさい」 

     သီခ့ွိက်လǽကယ်ǽက်။ θî wái láʊ jàʊ 「全員死んでしまった」 

 

◆従属節助詞 ၯံင ်ɣòɴ 「～して(…する)」「～してから(…する)」 

 継起を表す従属節を形成する。従属節の末尾に現れる。သယ်ၯံင ် θɛ̀ɣòɴ とも言う。動詞 

ၯံင ်ɣòɴ「終わる」に由来する。 

     ယ်ǽအငး်လǾႋထီၯ့ံငအ်ငး်ေမဝ်။ jә ʔáɴlɯ̄ thî ɣòɴ ʔáɴ mì̱ 「私は水浴びしてから食事をした」 
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◆動詞助詞 ေယာဝ်ႋဝး jʊ̄wá (ေယာဝ်ႋခွါႋ jʊ̄khwā)  「～してみる」 

 動詞の後に置いて、試行を表す。動詞 ေယာဝ်ႋခွါႋ jʊ̄khwā「面倒を見る」に由来する。 

     ယ်ǽအငး်ေယာဝ်ႋဝးခိǽဝ်သး။ jә ʔáɴ jʊ̄wá khòθá 「マンゴーを食べてみた」 

動詞 ေယာဝ်ႋ jʊ̄ に由来する動詞助詞 ေယာဝ်ႋ jʊ̄ も同様の用法を持つ。(p. 26 のスキット) 

     မ်ǽေလဝ်ေယာဝ်ႋဍးေဝ့ၰဝ်ႋ။  mә lì̱  jʊ̄ dáwê xɔ̄ 「行ってみます」 

 

◆中動態のသာ θà  

 သာ θà は中動態標識であり、品詞としては助詞のうちの動詞助詞に属する。名詞 သာ θà

「心臓」に由来する。中動態標識の သာ θà には様々な機能があるが、そのうちの一つとし

て逆使役形を作る機能がある。すなわち、他動詞の後に現れ、その他動詞の目的語を主語

として取る自動詞述語を形成する。他動詞の多くは意志動詞であるが、この動詞助詞によっ

て自動詞化された術語は通常、無意志動詞としての特徴を持つ。 

     ယ်ǽပǽဂ်ထငး်ပါငƭ်တင်။့ jә pàʊ tháɴ pàiɴtәrâɴ 「私は窓をあけた」[他動詞] 

     ပါငƭ်တင်ပ့ǽဂ်ထငး်သာ။ pàiɴtәrâɴ pàʊ tháɴ θà  「窓があいた」[逆使役形] 

ポー・カレン語動詞の自他対応を観察すると、他動詞が欠けていることが多い。例えば、

ၯာၯံင ် ɣàɣòɴ「壊れる」に対応する他動詞「壊す」は存在しない。そのため、「壊す」とい

う他動詞的行為を表すには、使役助動詞 မာ mà を使って မာၯာၯံင ်mà ɣàɣòɴ「壊れる」とす

る必要がある。一方で、「する」「開ける」「動かす」「ねじる」など、少数ながら、自動詞

が存在せず他動詞のみが存在する場合がある。そのような場合に、自動詞的事象を表現す

るためにこのသာ θà が用いられる。スキットの မာသာေၜǺ်သိǽဝ်လယ်။ mà θà bí̱θò lɛ̀「いかがで

すか？」の မာသာ mà θà「なる」は、他動詞 မာ mà「する」からသာ θà によって作られた自

動詞述語である。(なお、「(～に)なる、～である」を表すကဲ kɛ́ という動詞があるが、これ

は目的語を取る他動詞なので、他動詞 မာ mà「する」に対応する自動詞ではない。) 

 

◆動詞助詞 သာ ့θâ   (新局面) 

 この動詞助詞は、状況が新しい局面に入ることを表す。「（以前とはうってかわって）も

う～だ」「もう～せよ」。 

     အǺသ်ာလ့်ǽသင်ယ့ǽဂ်။ ʔɔ́ θâ lә θâɴ jàʊ  「もう 1 日しかない」 

     ထာငသ်ာ။့ thàiɴ θâ   「もう帰りなさい」 
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【11】 ၯǿဂ်ဖံǽဆ့ာဏ့Ǻ ်ယ်ǽေလဝ်ေအး 
         ɣàʊphôʊɴ châ nɔ́ jә lì̱ ʔé   「腹が痛いから行かない」 
 

---  ေဖါဟ်မǾးဏင ်လ်ǽဏယီိǽဝ်ဏ်ǽေလဝ်ထငး်ကျံငႋ်ေအးၯာ။့ 
     phʊ́mɯ́nàɴ, lәnìjò nә lì̱ tháɴ cōɴ ʔé ʁâ 
     娘             今日   2sg 行く up   学校 NEG か 

    「娘よ、今日は学校に行かないのか？」 

---  လ်ǽဏယီိǽဝ်ကျံငႋ်ပိက်ဏǺ ်ၜးေလဝ်ေအး။ 
     lәnìjò cōɴ pái   nɔ́,  bá  lì̱ ʔé 
     今日    学校 閉まる  あの  must  行く NEG 

    ပါပါဝ့ဝ် ့ၜးထငး်Ǹံǽႋေအးၯာ။့ 
     pàpâ wɔ̂ bá tháɴ jōʊɴ ʔé ʁâ 
     父さん  は  must  上がる  office  NEG か 

    「今日は学校が休みだから行かなくていいの。お父さんこそ会社に行かなくていいの？」 

---  လ်ǽဏယီိǽဝ်ၯǿဂ်ဖံǽဆ့ာဏ့Ǻ ်ေလဝ်လိǽငေ်အး။ 
     lәnìjò ɣàʊphôʊɴ châ nɔ́  lì̱  lә̀ɴ ʔé 
     今日     腹         痛い あの 行く 最早 NEG 

    မǾႋၯးအငး်ၜးမနႋ်တ်ǽေလႋခǽက်ဆာဲွအးအ်ǽေခါဟ်ကျံင။် 
     mɯ̄ɣá ʔáɴ bá    māɴtәlē kháʊchwɛ̄ ʔá ʔәkhʊ́còɴ 
     昨日    食う  無意志  マンダレー  麺           多い  ので 

    「今日は腹が痛いから行くのをやめた。昨日オンノカウスエをたくさん食べたから」 

---  ပါပါသ့းီ ပါသȢ ာ်သာဆ့်ǽအǺဆ်ငံး်အǺခ်ၠါင်ဏ့ငႋ်စယ်ေဖါဟ်။ 
     pàpâ θí pà θәtài θâ chәʔɔ́chóɴʔɔ́khlâiɴ nāɴcɛ̀-phʊ́ 
     父さん  も 置く 注意  新局面  健康                 少し-子 

    「お父さんもこれから少しは健康に気をつけて」 
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---  ပါသȢ ာ်လာႋဏင်သ့းီ ကဲထငး်ေဝအ့်ǽေခါဟ်ကျံင ်မာၜးလိǽငေ်အး။ 
     pà θәtài lānâɴθí  kɛ́ tháɴ wê ʔәkhʊ́còɴ mà  bá    lә̀ɴ ʔé 
     置く 注意   のに      なる up   強意   ので      する  正しい  最早 NEG 

    「気をつけているのになってしまうのだから、仕方がないのだ」 

--- ပါပါဏ့Ǻ ်ေမာဝ်ႋတံǽ ့ အငး်လေဆာဝ်ေဆာဝ်ႋေဆာဝ်ေဆာဝ်ႋလာႋဏင်သ့းီ 
     pàpâ nɔ́ mʊ̄tôʊɴ ʔáɴlá chʊ̀chʊ̄chʊ̀chʊ̄ lānâɴθí 
     父さん  TOP  母さん     叱る   しょっちゅう        のに 

    ဆငံ်ဏ့း(ဆ်ǽ) ဏငႋ်ၜၠငေ်အး။ ကးဆာမ့ာႋတယ်လဝ်။ 
     chôɴná (chә̄) nāɴ blàɴ ʔé    ká  châ mā  tɛ̀  lɔ̀ 
     聞く        物   も    回    NEG  困難 much  very  quite 断定 

    「お父さんは、お母さんにしょっちゅう叱られているのに、全然聞かないのね。困ったことだわ」 

---  ကဲမာႋတယ် ေမာဝ်ႋအǺဏ်ႋီၯာ ထငံႋ်ၯိငး်ယိǽဝ်။ 
     kɛ́  mā tɛ̀  mʊ̄ ʔɔ́   nī ɣà  thōɴ ɣéiɴ jò 
     なる very  quite 母   いる 二  人    に    家   この 

    「まるで母さん(=妻)が家に二人いるがごとくだ」 

 
 
学習のポイント 

◆従属節助詞 ~အ်ǽေခါဟ်ကျံင ်  ~ʔәkhʊ́còɴ 「～なので、～だから」 

 理由や原因を表す助詞အ်ǽေခါဟ်ကျံင ် は、従属節の末尾に置かれる。 

     ယ်ǽအငး်ၜးခǽက်ဆာဲွအးအ်ǽေခါဟ်ကျံငၯ်ǿဂ်ဖံǽဆ့ာ။့ jә ʔáɴ bá kháʊchwɛ̄ ʔá ʔәkhʊ́còɴ ɣàʊphôuɴ châ 

            「麺をたくさん食べてしまったので、腹が痛い」 

 

◆従属節助詞 ~လာႋဏင်(့သးီ)  ~ lānâɴ(θí) 「～なのに」「～だけど」 

 逆接を表す助詞လာႋဏင် ့ は、အ်ǽေခါဟ်ကျံင ် と同様、従属節の末尾に置かれる。「も」を表

すသးီ θí (第 3 課)を後に置くことがよくある。 

     ဆ်ǽဆိǽငလ်ာႋဏင်သ့းီ ယ်ǽမ်ǽေလဝ်။   chә chә̀ɴ lānâɴθí jә mә lì̱ 

            「雨が降っているけれども、私は行く」 

 

◆従属節助詞 ~ဏǺ ်  ~ nɔ́  理由；条件 

 ဏǺ ်nɔ́ はもともと指示機能を持つ助詞である（「あの」「その」。いわゆる指示代名詞）。し

かし、理由や条件を表す従属節の標識としても使われることがある。 



34 
 

 指示機能を持つ ဏǺ ် nɔ́ は様々な発展を遂げた。例えば、次のように主題マーカーとして

も使われる。 

     စဝ်ေခဝ်အ့်ǽဖါႋဏǺ ်မာဲွမာဆ်ǽမာဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့  cɔ̀khî̱ ʔә phā nɔ́ mwɛ̄ mà chәmà chәnɔ́ lɛ̂ 

            「チョーキーのお父さんは何の仕事をしているの?」（第 6 課） 

次の例のように、従属節と主節の切れ目を表す機能もある。（第 8 課） 

     ဏ်ǽေအေလဝ်ဏǺ ်ယ်ǽသးီမ်ǽေလဝ်။ nә ʔè lì̱ nɔ́, jә̀ θí mә lì̱  「あなたが行くなら私も行きます」 

おそらく、この切れ目を表す機能からさらに発展したのが、理由や条件を表す ဏǺ ် nɔ́ であ

る。 

     ဆ်ǽဆိǽငဏ်Ǻ ်ယ်ǽေလဝ်ေအး။   chә chә̀ɴ nɔ́ jә lì̱ ʔé 

           (1) 「雨が降っているので、私は行かない」 

           (2) 「雨が降ったら、私は行かない」 

(1)と(2)の訳で示した内容は、それぞれ、次のように言い表すこともできる。 

     ဆ်ǽဆိǽငအ််ǽေခါဟ်ကျံင ်ယ်ǽေလဝ်ေအး။   chә chә̀ɴ ʔәkhʊ́còɴ jә lì̱ ʔé 

             「雨が降っているので、私は行かない」 

     ဆ်ǽေအဆိǽင ်ယ်ǽေလဝ်ေအး။  chә ʔè chә̀ɴ jә lì̱ ʔé 

             「雨が降ったら、私は行かない」 

ဏǺ ် nɔ́ は、「～したところ」のように、「時」を表すこともある。（上記の条件を表す用法と

同じと見なせるかもしれない） 

     ယ်ǽေလဝ်လ်ǽဖျာဏ့Ǻ ်ယ်ǽဍးခိǽဝ်သးေအး။  jә lì̱ lé phjâ nɔ̂ jә dá khòθá ʔé 

             「市場に行ったら、マンゴーは見つからなかった」 

 

◆「ちょっと～してください」 

 「してください」と頼むとき、命令文の末尾に、語気をやわらげるための次のような表

現が置かれることが多い。日本語の「ちょっと」と似た機能を持つ。 

     ဏငႋ်စယ် nāɴcɛ̀ ／ ဏငႋ်စယ်ေဖါဟ် nāɴcɛ̀phʊ́ (または nāɴcɛ̀wʊ́)   少しだけ 

     ဏငႋ်ထးီ nāɴthí ちょっと（速い発話では、ဏးီ ní となることがよくある） 

     လ်ǽထးီ lәthí 一度 

     ဏငႋ်မၠိက် nāɴmlái しばしの間 

     ဏငႋ်ထၠကိ် nāɴthәlái しばしの間 

 

◆「ひとつも～しない」 

 「約」や「少数」を表すဏငႋ် nāɴ (第 7 課)は、助数詞と共に否定文(節)で用いられると、

「ひとつも～しない」「まったく～しない」の意を表す。nɔ̄ とも発音する。 

     အငး်ဏငႋ်ဖံၠǿးေအး။ ʔáɴ nāɴ phlóʊɴ ʔé 「1 個も食べなかった」 

     အငး်ၜးဏငႋ်ၜၠငေ်အး။ ʔáɴ bá nāɴ blàɴ ʔé 「1 度も食べたことがない」 
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◆ ဆာမ့ာႋ châ mā「非常に」 

 「非常に」「たいへん」「すごく」のように程度の甚だしさを表す言い方の中で最も一般

的なのがဆာမ့ာႋ châ mā である。ဆာ ့châ はもともと「痛い」の意。မာႋ mā はそれ自体が程

度の甚だしさを表す副助詞。 

     ကးဆာမ့ာႋ။ ká châ mā 「非常に難しい」 

下記のような言い方も可能。 

     ကးဆာ။့ ká châ 「非常に難しい」 

     ကးမာႋ။ ká mā 「非常に難しい」 

V မာႋ mā の後にတယ် tɛ̀ 「すごく」をつけると強調の度合いがさらに強くなる。တ်ǽတယ် tәtɛ̀

とも言う。 

     ကးမာႋတယ်။ ká mā tɛ̀ 「はなはだしく困難だ」 

     ကးဆာမ့ာႋတယ်။ ká châ mā tɛ̀ 「極めて困難だ」 

動詞 ကဲ kɛ́「なる」の後に မာႋတယ် mā tɛ̀ 「はなはだしく」をつけると、「まるで～のようだ」

の意になる。 

     ကမဲာႋတယ်ဆ်ǽအǽဂ်။ kɛ́ mā tɛ̀ chәʔàʊ 「(いたずらっ子で)まるで猿のようだ」 
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【12】  အ်ǽေဝယ့ိǽဝ်(အ်ǽယိǽဝ်) ေၯဝ်ဍးအ်ǽေဝယ့ိǽဝ် 

          ʔәwêjò(ʔәjò) ɣì̱ dá ʔәwêjò   「これはこれより良い」 
 

---  ယ်ǽၜးသာေအနက််ǽလာ်လိက်ပȒံ ǿဆ်ǽခၠါငဖံၠ်ǿးလိက်အǽဂ်ဏငႋ်အǽဂ်။ 
     jә báθà ʔì̱ɴkәlàiláipәkòʊɴchәkhlàiɴphlóʊɴ láiʔàʊ nāɴ ʔàʊ 
     1sg 欲しい   英語辞典                               本     約    冊 

    အ်ǽေဝေ့ဍအ်ǽေဝယ့ိǽဝ်မာဲွေၯဝ်ခဝ်ခဝ်လ့ယ်။ 
     ʔәwê dē ʔәwêjò mwɛ̄ ɣì̱  khɔ̀khɔ̂ lɛ̀ 
     3sg    と   これ     be    良い   どちら    か 

    「英語辞典が一冊欲しいと思っています。これとこれではどちらがいいですか？」 

--- အ်ǽေဝယ့ိǽဝ်ေၯဝ်ဍးအ်ǽေဝၜ့းဍငံ။် 
     ʔәwêjò ɣì̱  dá ʔәwê bádòɴ 
     これ     良い than  3sg    似る 

    ၜးဆ်ǽဏǺလ်ယ်ဏ့်ǽၜးသာေအနက််ǽလာ်လိက်ပȒံ ǿဆ်ǽခၠါငဖံၠ်ǿးလိက်အǽဂ်ဏǺ။် 
     bá chәnɔ́ lɛ̂ nә báθà ʔì̱ɴkәlàiláipәkòʊɴchәkhlàiɴphlóʊɴ láiʔàʊ nɔ́ 
     当たる  何   か  2sg  欲しい   英語辞典                              本     TOP 

    「これはそちらより良いと思います。なぜ英語辞典が欲しいのですか？」 

---  ယ်ǽထငး်ေအနက််ǽလာ်ဆ်ǽခၠါငေ်သန်တ့ငႋ်အ်ǽခါယ့ိǽဝ်။ 
     jә tháɴ ʔì̱ɴkәlài chәkhlàiɴ θî̱ɴtāɴ ʔәkhâjò 
     1sg 上がる  イギリス人   言葉       教室    今 

    လာႋဏင်သ့းီ လ်ǽယ်ǽအǺဏ်Ǻေ်အနက််ǽလာ်လိက်ပȒံ ǿဆ်ǽခၠါငဖံၠ်ǿး 
     lānâɴθí  lé jә  ʔɔ́    nɔ́   ʔì̱ɴkәlàiláipәkòʊɴchәkhlàiɴphlóʊɴ 
     しかし      に  1sg ところ  TOP    英語辞典 

    လ်ǽအǺဍ်ာ်ၜးအ်ǽေခါဟ်ကျံင။် 
     lә  ʔɔ́ dài  bá ʔәkhʊ́còɴ 
     NEG ある まだ NEG  ので 

    「今、英語教室に通っています。でも私は英語辞典をまだ持っていませんので」 
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---  ေအမာဲွေၜ့ဏǺသ်ိǽဝ် ယ်ǽမ်ǽေဖǺ်လင်ဍ့းေဝ ့ဆ်ǽအǺလ််ǽယ်ǽၯိငး်လ်ǽၜိငး်ဏǺ။် 
     ʔè mwɛ̄ bê nɔ́ θò jә mә phí̱lâɴ dáwê chә ʔɔ́  lé jә ɣéiɴ lә béiɴ nɔ́ 
     if    be     そのよう  1sg  IRR  与える   させて  物   ある に 1sg  家    一  枚  あの 

    「そのようでしたら、家にあるのを一冊さしあげましょう」 

---  အ်ǽေဝဏ့Ǻေ်ၯဝ်ၯာ။့ 
     ʔәwênɔ́ ɣì̱ ʁâ 
     それ     良い か 

    「それは良い本ですか？」 

---  ေၯဝ်ေဝ့ယာႋၜိǽဝ်။ 
     ɣì̱  wê  jābò 
     良い 強意  さ 

    ၰǿ̋ႋဍးယ်ǽသံǽႋၜးဏǺအ််ǽေၯဝ်ထǽက်လဝ်။့ ၯယ်ပ့ျǿက်ယ်ǽခါင်လ့်ǽၯိငး်အိǽဝ်။ 
     xwēdá jә θōʊɴ bá  nɔ́  ʔә-ɣì̱ tháʊ lɔ̂    ɣɛ̂ pjáʊ jә khâiɴ lɯ́ ɣéiɴ ʔò 
     限り    1sg  使う  経験  TOP    最良      断定   来る follow  1sg  後    へ   家   あの 

    ယ်ǽမ်ǽေဖǺ်လင်(့ဍးေဝ)့ဏ်ǽ ဖဝ်ႋယိǽဝ်လဝ်။ 
     jә mә phí̱lâɴ (dáwê) nә̀ phɔ̄jò lɔ̀ 
     1sg IRR  与える   させて    2sg  今すぐ  断定 

    「もちろん良い本です。私が使った範囲では最良です。私の家についてきてください。ただちにさしあげましょう」 

---  ယ်ǽညာႋယ˪ဂ်ၜးဏ်ǽ။ 
     jә  ɲāɕàʊ bá nә̀ 
     1sg  遠慮する 無意志  2sg 

    「それは恐縮であります」 

---  ၜးညာႋယ˪ဂ်ေဝေ့သǺဖ််ǽလာဲဏယ်။့ 
     bá  ɲāɕàʊ  wê  θí̱ phәlɛ̄ nɛ̂ 
     must  遠慮する  強調  ～することがあろうか 

    「どうして恐縮することがありましょうか」 
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学習のポイント 

◆副詞 ခဝ်ခဝ် ့khɔ̀khɔ̂ 「どちら」 

     ေၯဝ်ခဝ်ခဝ်လ့ယ်။  ɣì̱ khɔ̀khɔ̂ lɛ̀「どちらのほうが良いか」 

     ဏ်ǽၜးသာခဝ်ခဝ်လ့ယ်။  nә báθà khɔ̀khɔ̂ lɛ̀「どちらが欲しいですか」 

 

◆比較を表す動詞助詞 ဍး dá  

 「X より～だ」は、 “動詞+ဍး X” とする。一見すると ဍး dá は X の前に置かれた側置助

詞(すなわち前置詞)のようにも見えるが、様々な文法的振る舞いから考えて、動詞側につい

ている。すなわち動詞助詞である。10 課の解説で述べたとおり、比較の対象を表す名詞を

目的語として導入する適用標識(applicative marker)と見なせる。したがって、比較を表す文

は一種の適用構文(applicative construction)と見なすことができる。格式張った発話では、ဍး dá 

の代わりにဏာငး် náiɴ を使うこともある(おそらく古い言い方)。 

     အ်ǽေဝယ့ိǽဝ်ခါဍးအ်ǽေဝဏ့Ǻ။်  ʔәwêjò khà dá ʔәwênɔ́「これはあれより値段が高い」 

     အ်ǽေဝယ့Ǻာႋဍးယ်ǽ။  ʔәwê ɕā dá jә̀「彼は私より年上だ」 

     အ်ǽေဝယ့Ǻာႋဍးယ်ǽဏႋီဏငိး်။  ʔәwê ɕā dá jә̀ nī néiɴ「彼は私より 2 歳年上だ」 

 

◆理由や原因を尋ねる言い方 ၜးဆ်ǽဏǺလ်ယ် ့bá chәnɔ́ lɛ̂ 

 「なぜ」「どうして」と理由を尋ねるとき、ၜးဆ်ǽဏǺလ်ယ် ့bá chәnɔ́ lɛ̂ を使う。語源的には、

ၜး bá は「当たる」、ဆ်ǽဏǺ ်chәnɔ́ は「何」を表す。この表現の使い方には注意を要する。分

裂文を使うからである。具体的には、尋ねたいことを表す節の末尾に ဏǺ ်nɔ́「その」を置き、

その後に ၜးဆ်ǽဏǺလ်ယ် ့bá chәnɔ́ lɛ̂ を続ける。 

     ဏ်ǽေလဝ်ဏǺၜ်းဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့  nә lì̱ nɔ́ bá chәnɔ́ lɛ̂「お前が行ったのはなぜか？」 

     ဏ်ǽၯယ်ဏ့Ǻၜ်းဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့  nә ɣɛ̂ nɔ́ bá chәnɔ́ lɛ̂「お前が来たのはなぜか？」 

ၜးဆ်ǽဏǺလ်ယ် ့bá chәnɔ́ lɛ̂ は ၜးဏǺလ်ယ် ့bá nɔ́ lɛ̂ となることも多い。 

     ဏ်ǽေလဝ်ဏǺၜ်းဏǺလ်ယ်။့  nә lì̱ nɔ́ bá nɔ́ lɛ̂ 「お前が行ったのはなぜか？」 

次のように、ၜးဆ်ǽဏǺလ်ယ် ့bá chәnɔ́ lɛ̂ を倒置した形もよく使われる。 

     ၜးဆ်ǽဏǺလ်ယ်ဏ့်ǽေလဝ်ဏǺ။်  bá chәnɔ́ lɛ̂ nә lì̱ nɔ́「お前はなぜ行ったのか？」 

     ၜးဆ်ǽဏǺလ်ယ်ဏ့်ǽၯယ်ဏ့Ǻ။်  bá chәnɔ́ lɛ̂ nә ɣɛ̂ nɔ́「お前はなぜ来たのか？」 

 

  cf. 分裂文 

     ယ်ǽေလဝ်ေဍယ်ǽဖါႋ။  jә lì̱ dē jә phā「私は父と行った」 

     → 分裂文 ယ်ǽေလဝ်ဏǺ(်မွာဲ)ေဍယ်ǽဖါႋ။  jә lì̱ nɔ́ (mwɛ̄) dē jә phā「私が行ったのは父とだ」 
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◆従属節の否定 

 主節の否定は文末に ေအး ʔé を置けばよい。しかし、従属節の否定はこのように単純には

いかない。動詞の前に လ်ǽ lә を置き、さらに、節末あるいは動詞複合体の末尾に ၜး bá を

置く。すなわち、လ်ǽ lә と ၜး bá で述部または動詞複合体を挟み込むのである。 

    ဏ်ǽေအလ်ǽအငး်ေမဝ်ၜးဏǺ ်ယ်ǽမ်ǽအငး်။   nә ʔè lә ʔáɴ mì̱ bá nɔ́, jә mә ʔáɴ 

    ဏ်ǽေအလ်ǽအငး်ၜးေမဝ်ဏǺ ်ယ်ǽမ်ǽအငး်။   nә ʔè lә ʔáɴ bá mì̱ nɔ́, jә mә ʔáɴ 

                                            「お前が飯を食わないのなら俺が食う」 

    ပဲဆင်လ့်ǽအǺၜ်းအ်ǽေခါဟ်ကျံငယ််ǽၰǿ̋လိǽငေ်အး။   pɛ́châɴ lә ʔɔ́ bá ʔәkhʊ́còɴ jә xwè lә̀ɴ ʔé 

                                            「金がないのでもう買わない」 

    ဏ်ǽလ်ǽၯယ်ၜ့းဏǺၜ်းဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့ nә lә ɣɛ̂ bá nɔ́ bá chәnɔ́ lɛ̂「お前が来なかったのはなぜか？」 

 

◆ ၰǿ̋ႋဍး xwēdá 「～する限り(では)」 

    ၰǿ̋ႋဍးဏ်ǽအငး်ၜးသာဏǺအ်ငး်။  xwēdá nә ʔáɴ báθà nɔ́, ʔáɴ 「食べたいだけ食べろ」 

 

◆ (အ်ǽ) ~ ထǽက်   (ʔә-) ～ tháʊ́ 「最も～だ」 

 「最上」は動詞の後に動詞助詞ထǽက် tháʊ を置いて表す。「尽きる」を表す動詞ထǽက် tháʊ

に由来する。さらに動詞の前に名詞化接頭辞 အ်ǽ ʔә- を置いて動詞句を名詞化することがあ

る(ビルマ語 အ ~ ဆံǽး からの類推か)。これは必須ではない。文末には通常、断定を表すလဝ့် 
lɔ̂ が置かれる。 

   အ်ǽေဝယ့ိǽဝ်(အ်ǽ)ေၯဝ်ထǽက်လဝ်။့   ʔәwêjò (ʔә-)ɣì̱ tháʊ lɔ̂  「これが最も良い」 

   ယ်ǽေဖါဟ်ဏǺယ််ǽေသǺယ်ာထ့ǽက်လဝ်။့  jә phʊ́ nɔ́ jә θí̱jâ tháʊ lɔ̂ 

                                       「自分の子のことは俺が一番知っている」 
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【13】  ခၠါငဂ်ျ်ǿပါန်ၜ့း 
          khlàiɴ cәpâɴ bá   「日本語が話せる」 
 

---  ဏငႋ်ပȆဝဝ်ဏ်ǽခၠါငဂ်ျ်ǿပါန်ၜ့းၯာ။့ 
     nāɴpàiwɔ̀ nә khlàiɴ cәpâɴ bá ʁâ 
     ナンパイウォ  2sg  話す    日本   正しい  か 

    「ナンパイウォは日本語が話せますか？」 

---  ခၠါငၜ်းေအး။  စဝ်ေခဝ်ဝ့ဝ်။့ 
     khlàiɴ bá ʔé    cɔ̀khî̱ wɔ̂ 
     話す   正しい NEG  チョーキ は 

    「話せません。チョーキさんはどうですか？」 

---  ခၠါငၜ်းလ်ǽစယ်လ်ǽမာဲွလဝ်။့ 
     khlàiɴ bá  lәcɛ̀lәmwɛ̄ lɔ̂ 
     話す    正しい  ほんの少し    断定 

    လ်ǽဍးအိǽဝ် မာေလာဟ်ၜးအ်ǽကွာဏငႋ်ဏငိး်ေဆဝ်ႋ။ 
     lɯ́ dáʔò màlʊ́ bá ʔәkwà nāɴ néiɴ ɕī̱ 
     に   以前   学ぶ  機会  期間   約    年    too 

    「少しだけ話せます。以前、1 年ほど学ぶ機会がありました」 

---  တ်ǽǸǽဂ်ဆ်ǽခၠါငဝ်ဝ် ့ဏ်ǽခၠါငၜ်းေဆဝ်ႋၯာ။့ 
     tәràʊ chәkhlàiɴ wɔ̂ nә khlàiɴ bá  chī̱ ʁâ 
     中国    言葉        は  2sg  話す   正しい  too  か 

    「中国語は話すことができますか？」 

---  တ်ǽǸǽဂ်ဆ်ǽခၠါငဏ်Ǻခ်ၠါငၜ်းေဝလ့ဲကံǽ။့ 
     tәràʊ chәkhlàiɴ nɔ́ khlàiɴ bá wê lɛ́kôʊɴ 
     中国    言葉       TOP  話す  正しい  強意 かなり 
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    ၯငေ်ပဝ်ခ့ါဍ့းအိǽဝ် တ်ǽǸǽဂ်ဖǾယ့Ǻာႋလ်ǽယ်ǽၯိငး်ဏာငဏ်Ǻမ်ာေလာဟ်ေဖǺ်လင်ယ့်ǽ 
     ɣàɴ pî̱ khâ dáʔò tәràʊ phɯ̂ ɕā   lé jә ɣéiɴ nàiɴ nɔ́ màlʊ́ phí̱lâɴ jә̀ 
     姿  小さい  時  過去   中国   老人 老いた  に  1sg 家    隣    TOP  教える  与える  1sg 

    ကိǽဝ်ဏေီဍ။ 
     kò nì dè 
     各  日  毎 

    「中国語はかなり話すことができます。小さい頃、近所の中国人のおじいさんが毎日教えてくれました」 

---  ေအမာဲွေၜ့ဏǺသ်ိǽဝ် ေအနက််ǽလာ်ဆ်ǽခၠါငသ်းီခၠါငၜ်းလဲကံǽေ့ဆဝ်ႋလဝ့်ကိǽဒ။် 
     ʔè mwɛ̄ bê nɔ́ θò ʔì̱ɴkәlài chәkhlàiɴ θí khlàiɴ bá lɛ́kôʊɴ  ɕī̱ lɔ̂  k ̀
     if    be     さような   イギリス人   言葉       も  話す   正しい  かなり   too  断定 きっと 

    「そういうことなら、きっと英語もかなり話せるのでしょうね」 

---  မာဲွ၊ ခၠါငၜ်းေဆဝ်ႋလဝ့်။ 
     mwɛ̄, khlàiɴ bá   ɕī̱  lɔ̂ 
     be      話す   正しい  too   断定 

    「はい、話せます」 

---  က်ǽစာ်က်ǽစာ်  မာဲွေသǺမ်ာႋလယ်။့ 
     kәcài kәcài, mwɛ̄  θí̱   mā  lɛ̂ 
     仏様    仏様     be   できる  very   か 

    「おやまあ、すごいのですねえ」 

 

 

学習のポイント 

◆「～語が話せる」 ခၠါင ်khlàiɴ ... ၜး bá  

 言語が話せると言いたいとき、可能表現としては「動詞句 + ၜး bá」が使われる(第 8 課参

照のこと)。 ၜး bá は「正しい」という意味である。「動詞句 + ၜး bá」は、「それを正しく行

う能力がある」ということを表す。「話す」「書く」「読む」「歌う」など言語に関わる能力

に使うことが多い。なお、「～語を話す」と言うとき、ခၠါင ်khlàiɴ の後には民族名を置く。 

     ယ်ǽခၠါငဖံၠ်ǿၜး။  jә khlàiɴ phlòʊɴ bá「私はカレン語が話せる」 

     ဏ်ǽခၠါငသ်ာင်ၜ့းၯာ။့  nә khlàiɴ θâiɴ bá ʁâ「あなたはタイ語が話せるか」 
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◆ 過去の時点を表す ဍးအိǽဝ် dáʔò  

 助詞 ဍးအိǽဝ် dáʔò は過去の時点を表す助詞である。 

     လ်ǽဏဍီးအိǽဝ် lә nì dáʔò  「先日」 

     (လ်ǽ)အ်ǽဝီႋဍးအိǽဝ် lɯ́ ʔәwī dáʔò  「以前」  ※လ်ǽဍးအိǽဝ် lɯ́ dáʔò とも言う。 

「～したとき」は、(လ်ǽ) ~ ခါဍ့းအိǽဝ် (lɯ́) ~ khâ dáʔò で表す。ခါ ့khâ は အ်ǽခါ ့ʔәkhâ の第一音節

が脱落したもの。脱落しないこともある。 

     (လ်ǽ)ၯငေ်ပဝ့်ခါဍ့းအိǽဝ် (lɯ́) ɣàɴ pî̱ khâ dáʔò  「小さいとき」 

     (လ်ǽ)ယ်ǽေလဝ်ထငံပ််ǽယငခ်ါနႋ်ခါဍ့းအိǽဝ် ယ်ǽၯǿဂ်ဖံǽၯ့ာၯံင ်

      (lɯ́) jә lì̱ thòɴ pәjàɴ khāɴ khâ dáʔò, jә ɣàʊphôʊɴ ɣàɣòɴ「ビルマに行ったとき腹を壊した」 

 

◆ 名詞を修飾する側置助詞句 

 側置助詞句は名詞を修飾するとき、名詞の後に置かれる。 

     တ်ǽǸǽဂ်ဖǾယ့Ǻာႋလ်ǽယ်ǽၯိငး်ဏာင ်tәràʊ phɯ̂ɕā lә́ jә ɣéiɴ nàiɴ  「近所の中国人のおじいさん」 

 
◆ ကိǽဝ်ဏေီဍ kò(kō) nì dè  「毎日」 

 第 6 課で、ကိǽဝ် kò … (ေဍ dè) が「すべての～」を表すと言った。ここで復習しておく。「…」

の部分には助数詞が入る。ကိǽဝ် kò の部分は kō とも発音され、この発音通りにကိǽဝ်ႋ と書か

れることもある。ေဍ dè を省略すると、少し格式張った表現になる。口語的な表現では ေဍ dè 

を省略しないのが普通。 

     ဖံၠǿၯယ်က့ိǽဝ်ၯာေဍ။  phlòʊɴ ɣɛ̂ kò ɣà dè「全員が来た」 

     အ်ǽေဝေ့ဍာဟ်တ်ǽဝါဘ့ာႋကိǽဝ်ၯာေဍ။  ʔәwê dʊ́ tәwâphjā kò ɣà dè「彼は学生全員を殴った」 

     အǺဆ်ငံလ်ာႋကိǽဝ်ႋၯာေဍဆာ်။  ʔɔ́ chóɴ lā kō ɣà dè chài「皆が元気でありますように」 

 

◆ 文末助詞 ကိǽဒ ်k ̀「きっと～なのだろう」 

 文末助詞 ကိǽဒ ်k ̀は、「きっと～なのだろう」「きっと～なのですよね？」といった意味を

表す。ကိǽဒ် ့k̂ とも発音する。  

     ခၠါငၜ်းလဲကံǽေ့ဆဝ်ႋလဝ်က့ိǽဒ။် khlàiɴ bá lɛ́kôʊɴ ɕī̱ lɔ̂ k「̀きっとすごく話せるんでしょうね」 

     ၯယ်ေဝလ့ဝ်ကိǽဒ်။့  ɣɛ̂ wê lɔ̀ k̂「きっと来るよ」 

     မာဲွထီလ့ဝ်ကိǽဒ်။့  mwɛ̄ thî lɔ̀ k̂「きっと水のせいだよ」 

 

◆ 詠嘆を表す မာႋလယ် ့mā lɛ̂ 

 မာႋ mā は「非常に」を表す助詞、လယ် ့lɛ̂ は疑問を表す文末助詞である。この 2 つが組み

合わさると、「～であることよ」と詠嘆を表す。 

     မာဲွေသǺမ်ာႋလယ်။့  mwɛ̄ θí̱ mā lɛ̂「優秀なのだなあ」 

     အ်ǽၰǿ̋ခါမာႋလယ်။့  ʔәxwè khà mā lɛ̂「値段が高いなあ」 

     အ်ǽေဝတ့်ǽကျဲǿႋမာႋလယ်။့  ʔәwê tәcwī mā lɛ̂「彼は遅いなあ」 
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【14】 ယ်ǽအဏဲာႋဍငိ ်

          jә ʔɛ́ nādèiɴ   「私は竪琴を愛している」 
 

ဏငႋ်ပȆဝဝ်ေလဝ်မာေလာဟ်ဏာႋဍငိလ််ǽဏာႋဍငိƭ်ဆာအ့Ǻအ်ိǽဝ်လ်ǽǳ ˝ǽလ့်ǽၜငၠ။် 
nāɴpàiwɔ̀ lì̱ màlʊ́ nādèiɴ lɯ́ nādèiɴ chәrâ ʔɔ́ ʔò  lә nwê lә blàɴ 
ナンパイウォ 行く 学ぶ   竪琴    で   竪琴     教師   所  あの   一  週   一  回 

「ナンパイウォは竪琴の先生のところで週に一回、竪琴を習っています」 

---  ဏငႋ်ပȆဝဝ် ဏငႋ်ǳ˝ǽဍ့ဝ် ဏ်ǽမ်ǽၯယ်မ့ာေလာဟ်အ်ǽခါေ့ၜǺ်သိǽဝ်လယ်။ 
     nāɴpàiwɔ̀ nāɴ nwê dɔ̀  nә mә ɣɛ̂ màlʊ́ ʔәkhâ bí̱θò  lɛ̀ 
     ナンパイウォ  約    週   更に   2sg IRR  来る 学ぶ   時     いかなる か 

    「ナンパイウォ、来週は何時に来ますか？」 

---  ေအၯယ်က့်ǽဝဝ်နာရီလ်ǽဆီဏ့Ǻမ််ǽၜးတ်ǽေကဝ်ၯာ။ 
     ʔè ɣɛ̂ kәwɔ̀ nàrì lәchî nɔ́ mә  bátәkì̱ ʁà 
     if  来る  朝     時計  十    TOP  IRR  都合良い か 

    「朝の 10 時でしたら、大丈夫ですか？」 

---  က်ǽဝဝ်ခဝ့်ဏǺယ််ǽခၠǿဂ်ေအး။ 
     kәwɔ̀ khɔ̂ nɔ́ jә khlàʊ ʔé 
     朝     側   TOP  1sg  暇な  NEG 

    မ်ǽၜးေလဝ်လငလ််ǽဍǿံဖိǽငအ်ိǽဝ်အ်ǽေခါဟ်ကျံင။် 
     mә bá  lì̱  làɴ lɯ́ dòʊɴ phә̀ɴ ʔò ʔәkhʊ́còɴ 
     IRR  must  行く down  へ   町     中    あの  なので 

    「午前中は時間がありません。町中へ行く用事がありますので」 

---  ေအမာဲွေၜ့ဏǺသ်ိǽဝ်က်ǽၯးခဝ်လ့ီႋနာရီဝဝ်မ့်ǽကဲၯာ။့ 
     ʔè mwɛ̄ bê nɔ́ θò kәɣá khɔ̂ lī nàrì wɔ̂  mә kɛ́ ʁâ 
     if    be     さような   夕刻   側   四  時計 は   IRR  成る か 

    「そのようなことであれば、夕方の 4 時は可能でしょうか？」 
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---  မာဲွ၊ ကဲ။  မ်ǽဖါဍးထငံႋ်လီႋနာရီဏǺ။် 
     mwɛ̄, kɛ́    mә phà dá thōɴ lī nàrì nɔ́ 
     be     成る   IRR  約束 おく に    四 時計  あの 

    「はい、可能です。4 時にしましょう」 

---  ဏငႋ်ပȆဝဝ် ဏ်ǽမာေလာဟ်ဏာႋဍိငဏ်Ǻမ်ǽက်ၯာ။့ 
     nāɴpàiwɔ̀ nә màlʊ́ nādèiɴ nɔ́ máʊ ʁâ 
     ナンパイウォ  2sg  学ぶ   竪琴    TOP  快適  か 

    「ナンパイウォ、竪琴を学ぶのは楽しいですか？」 

---  မǽက်ဆာမ့ာႋလဝ်ƭ့ဆာ။့ 
     máʊ châ mā lɔ̂   chәrâ 
     快適   much very  断定  教師 

    ဏာႋဍငိအ််ǽလǾႋဏǺ ်ဆငံ်ဏ့းၜးမǽက်တယ်။ 
     nādèiɴ ʔәlɯ̄ nɔ́ chôɴná bá máʊ tɛ̀ 
     竪琴      音   TOP   聞く    機会 快適  本当に   

    စငႋ်ၜိǽဝ်ဏǺ ်ယ်ǽအဆဲာမ့ာႋလဝ်။့ 
     cāɴbò nɔ́  jә  ʔɛ́   châ  mā  lɔ̂ 
     だから   TOP  1sg 愛する  much  very   断定 

    「非常に楽しいです、先生。竪琴の音は実に聞き心地がよいものです。だから(竪琴を)愛好しています」 

 

 

学習のポイント 

◆「～のところ」 အ်ǽအǺ ်ʔә-ʔɔ́     (実は第 7 課で見た所有表現の中でအǺ ်ʔɔ́ として既出) 

 ポー・カレン語では、人間を場所として捉えることができない。そこで、「～のところに

行く」というとき、英語式に I went to my father のように言うことができず、အ်ǽအǺ ်ʔә-ʔɔ́「(～

の)ところ」という名詞の助けが必要になる。これを、人間を表す名詞の後に置く。အ်ǽ ʔә-

は代名詞の後では必ず脱落する。 

     ယ်ǽမ်ǽၯယ်လ့်ǽဏ်ǽအǺ။်  jә mә ɣɛ̂ lé nә ʔɔ́ 「私はあなたのところに行きます」 

     ယ်ǽေလဝ်လ်ǽစဝ်အဖံၠဲǿ(အ်ǽ)အǺ။် jә lì̱ lé cɔ̀ʔɛ́phlòʊɴ (ʔә-)ʔɔ́ 

                              「私はチョーエープロンのところに行った」 
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◆ 場所的概念とယိǽဝ် jò「この」အိǽဝ် ʔò「あの」 

 ポー・カレン語の側置助詞လ်ǽ lә́ (lé, lɯ́)は、地点(location)、起点(source)、着点(goal)の 3

つの意味を表す。したがって、လ်ǽ lә́ がどの意味で使われているのかが分からなくなる恐れ

がある。 

     ယ်ǽၯယ်လ့်ǽထ်ǽအင။်  jә ɣɛ̂ lә́ thәʔàɴ 「私はパアンへ来た」 or 「私はパアンから来た」 

このとき、意味解釈の一助になるのがအိǽဝ် ʔò「あの」やယိǽဝ် ʔò「この」である。 

     ယ်ǽၯယ်လ့်ǽထ်ǽအငယ်ိǽဝ်။ jә ɣɛ̂ lә́ thәʔàɴ jò 「私はパアンに来た」  

     ယ်ǽၯယ်လ့်ǽထ်ǽအငအ်ိǽဝ်။  jә ɣɛ̂ lә́ thәʔàɴ ʔò 「私はパアンから来た」  

 

◆ ဏငႋ် nāɴ + 助数詞 + ဍဝ် dɔ̀ 

 ဏငႋ် nāɴ + 助数詞 + ဍဝ် dɔ̀ で「もう一つの～」を表す。ဏငႋ် nāɴ は「約」や「少数」を

表す(7 課)。ဍဝ် dɔ̀ は「さらに」の意味を表す 

         ဏငႋ်ǳ˝ǽဍ့ဝ် nāɴ nwê dɔ̀ 来週 

         ဏငႋ်ဏငိး်ဍဝ် nāɴ néiɴ dɔ̀ 来年 

         ဏငႋ်ၜငၠဍ်ဝ် nāɴ blàɴ dɔ̀ もう一度 

            （ဏငႋ်ဖိǽင်ဍ့ဝ် nāɴ phә̂ɴ dɔ̀, ဏငႋ်ဝင်ဍ့ဝ် nāɴ wâɴ dɔ̀ とも言う) 

         ဏငႋ်ၯာဍဝ် nāɴ ɣà dɔ̀ もう一人、あと一人 

      ယ်ǽမ်ǽၯယ်ဏ့ငႋ်ၜငၠဍ်ဝ်။  jә mә ɣɛ̂ nāɴ blàɴ dɔ̀ もう一度来ます。 

      အǺဏ်ငႋ်မိငဍ်ဝ်။  ʔɔ́ nāɴ mèiɴ dɔ̀ もう一種類あります。 

 

◆ 朝、昼、夕、夜 

      က်ǽဝ် kәwɔ̀ (က်ǽၯဝ် kәɣɔ̀) 朝,    က်ǽမǾႋဆာ ့kәmɯ̄châ 昼 

      က်ǽၯး kәɣá 夕方,             (က်ǽ)မǾႋဏာ (kә)mɯ̄nà 夜 

 

◆ မǽက် máʊ 楽しい、快適な 

 この単語は、快適な気分を表すあらゆる場面で使うことができる。 

      ဏ်ǽအǺမ်ǽက်ၯာ။့  nә ʔɔ́ máʊ ʁâ お元気ですか？ 

      အǺမ်ǽက်။  ʔɔ́ máʊ 元気です 

      မǽက်ေလာတ်သာ  máʊ lóθà 仲が良い （ေလာတ်သာは相互性を表す動詞助詞） 

「～が好き」はこの動詞を用いて表すことがよくある。 

      ယ်ǽပဝ်ႋလိက်မǽက်မာႋ။  jә pɔ̄ lái máʊ mā 私は本を読むと楽しい（=本が好きだ) 

      ယ်ǽေယာဝ်ႋဖိǽငတ်ံǽႋမǽက်မာႋ။  jә jʊ̄phә̀ɴ tōɯɴ máʊ mā 私はドン・ダンスを見ると楽しい 

                                                      （=ドン・ダンスが好きだ) 

      ယ်ǽထǽငး်လီႋတံǽႋမǽက်မာႋ။  jә thә́ɯɴlī tōɯɴ máʊ mā 私はドン・ダンスを踊ると楽しい 

ダイアログの中のအ ဲ ʔɛ́ は、「愛する」という意味で、単なる「好き」という感情よりも強

い愛着の念を表す。 
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【15】  စဝ်ေခဝ်ထ့ဲǽးအာငး် 
          cɔ̀khî̱ thwí ʔáiɴ   「チョーキは犬にかまれた」 
 

---  စဝ်ေခဝ် ့ၜးၯယ်ဍ့ာ်လယ်။ 
     cɔ̀khî̱ bá  ɣɛ̂  dài lɛ̀ 
     チョーキ must  来る まだ か 

    「チョーキはなかなか来ませんねえ」(直訳：「チョーキはまだ来る必要はないのか」) 

---  လ်ǽယ်ǽဍး(အ်ǽခါ)့ဍးအိǽဝ်ဏǺ ်လဝ်ေဝ့မ်ǽၯယ်။့ 
     lɯ́ jә dá (ʔәkhâ) dáʔò nɔ́  lɔ̀  wê  mә ɣɛ̂ 
     に  1sg 会う  時      過去  TOP   語る 強意  IRR  来る 

    ၯယ်လ့ိǽငေ်အးၯာေ့သǺယ်ာေ့အး။ 
     ɣɛ̂  lә̀ɴ ʔé  ʁâ  θí̱jâ ʔé 
     来る もう NEG か   知る  NEG 

    ဆီဏ့ငအ်Ǻခ်ိǽဝ်လ်ǽလးဖါထီဆ့ာင်အ့ိǽဝ်ဏငႋ်ထးီၯာ။့ 
     chînàɴ ʔɔ́khò lɯ́ láphàthî châiɴ ʔò nāɴ thí  ʁâ 
     座る     待つ    で    紅茶     店     あの 約   回   か  

    「私が会った時は来ると言っていました。もう来ないのでしょうかねえ。あの喫茶店に入って待ちましょうか？」 

---  အǺခ်ိǽဝ်ဝီႋဖၠါႋ။   ယ်ǽမ်ǽဆလဲငဝီ်ႋဖံǽႋ။ 
     ʔɔ́khò wī phlā  jә mә chɛ́ làɴ wī phōʊɴ 
     待つ    先ず しばし   1sg IRR  繋ぐ down  先ず 電話 

    အǺခ်ိǽဝ်ထငံႋ်ယိǽဝ်သိǽဝ် ဏငႋ်မၠိက်ေဖါဟ်ၰဝ်ႋ။ 
     ʔɔ́khò thōɴ jò θò  nāɴ mlái phʊ́ xɔ̄ 
     待つ     このあたりで    約   瞬間   子    よ 

    「その前にちょっと待ってください。まずは電話をかけてみます。このあたりでちょっと待っていて下さいね」 

ဏငႋ်ပȆဝဝ်ေလဝ်ဆလဲငဖံ်ǽႋလ်ǽစဝ်ေခဝ်အ့Ǻအ်ိǽဝ်ၯံင ်ၯယ်ထ့ာငဍ်ာင။် 
nāɴpàiwɔ̀ lì̱ chɛ́ làɴ  phōʊɴ lɯ́ cɔ̀khî̱ ʔɔ́ ʔò ɣòɴ  ɣɛ̂ thàiɴ dàiɴ 
ナンパイウォ 行く 繋ぐ down 電話     へ  チョーキ 所 あの 終わる   来る 帰る   再び  

「ナンパイウォはチョーキに電話をしてから戻ってきました」 
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---  လ်ǽဏယီိǽဝ်ထဲǽးအာငး်(အ်ǽေဝ)့အ်ǽေခါဟ်ကျံင ်ၯယ်က့ဲလိǽငေ်အး။ 
     lәnìjò thwí ʔáiɴ (ʔәwê) ʔәkhʊ́còɴ  ɣɛ̂  kɛ́ lә̀ɴ ʔé 
     今日    犬     咬む  3sg      ので        来る 成る もう NEG 

                             (ၯယ်ေ့သǺလ်ိǽငေ်အး  ×ၯယ်ေ့ဏဝ်ႋလိǽငေ်အး) 
                               ɣɛ̂  θí̱   lә̀ɴ ʔé         ɣɛ̂  nī̱   lә̀ɴ  ʔé 
                               来る できる もう NEG        来る 得る  もう  NEG 

    「今日、彼は犬に咬まれたので来ることができません」 

---  က်ǽစာ် က်ǽစာ်၊ ကးဖဝ်ႋ။  စးွမာႋတယ်လဝ်ဏယ်။ 
     kәcài kәcài, ká wɔ̄    cwá  mā  tɛ̀   lɔ̀  nɛ̀ 
     仏      仏     困難 なった  すごい  very  かなり  断定 ね 

    ေအမာဲွကျာႋဏǺသ်ိǽဝ် ပ်ǽၜးေလဝ်ေဖǺ်ၯာငႋ်ေဖǺ်ၜျာဖဝ်ႋယိǽဝ်လဝ်ဏယ်။ 
     ʔè mwɛ̄ cā nɔ́ θò  pә bá  lì  phí̱ ɣàiɴ phí̱ bjà  phɔ̄jò lɔ̀   nɛ̀ 
     if    be     さような    1pl   must  go  give  力    give  (力)   今すぐ   断定 ね 

    「おやまあ、大変です。何てことだ。そういうことであれば、今すぐお見舞いに行かなければなりませんね」 

 

 

学習のポイント 

◆ 強い疑念を表す လယ် ့(လယ်) lɛ̂ (lɛ̀) 

 လယ် ့(လယ်) lɛ̂ (lɛ̀) は、疑問語が現れたときに使う疑問マーカーである(第 1 課参照)。疑問

語がない文でこのလယ် ့lɛ̂ が使われると、強い疑念を表す。動詞助詞 ၜး bá 「～しなければ

ならない、～する必要がある」と共に使われることが多い。 

      ဏ်ǽၜးက်ǽလံင်ဆ့်ǽဖဝ်ႋဖဝ်ယ့ိǽဝ်လယ်။့  nә bá kәlôɴ chә̄ phɔ̀phɔ̂jò lɛ̂ 

                                         「こんなにも急ぐ必要があるのか？」 

      ဏ်ǽမာၜ့းၯယ်လ့ယ်။့  cɔ̀khî̱ bá ɣɛ̂ lɛ̂ 「奥さんは来なくていいのか？」 

      စဝ်ေခဝ့်ၜးၯယ်ဍ့ာ်လယ်။  cɔ̀khî̱ bá ɣɛ̂ dài lɛ̀ 「チョーキはまだ来る必要はないのか？」 

 

 

◆ လဝ်ေဝ ့(လဝ်ေဝ) lɔ̀ wê (lɔ̀ wè) 「～と言った」 

 伝達を表す動詞လဝ် lɔ̀「言う、語る」は伝達内容を補文(引用文)として取る。 

      အ်ǽေဝလ့ဝ် အ်ǽဖါႋမ်ǽၯယ်။့   ʔәwê lɔ̀ ʔә phā mә ɣɛ̂ 「彼は、彼の父親が来ると言った」 

လဝ် の主語が 3 人称の場合、လဝ် lɔ̀ に強調を表す動詞助詞 ေဝ ့wê を後置したလဝ်ေဝ ့lɔ̀ wê

がしばしば使われる。このလဝ်ေဝ ့lɔ̀ wê は文末に現れることもある。 
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      လဝ်ေဝ ့မ်ǽၯယ်။့  lɔ̀ wê mә ɣɛ̂ 「(彼は)来ると言った」 

      မ်ǽၯယ် ့လဝ်ေဝ။့  mә ɣɛ̂ lɔ̀ wê 「来ると言った」 

 

◆ လိǽင ်lә̀ɴ 「もはや（～しない）」 

 助詞လိǽင ်lә̀ɴ は否定文に現れ、「もはや～しない」ということを表す。 

      အ်ǽေဝၯ့ယ်လ့ိǽငေ်အး။  ʔәwê ɣɛ̂ lә̀ɴ ʔé 「彼はもう来ない」 

      ယ်ǽေလဝ်လ်ǽပ်ǽယငခ်ါနႋ်လိǽငေ်အး။  jә lì̱ lɯ́ pәjàɴkhāɴ lә̀ɴ ʔé 「私はもうビルマに行かない」 

しばしば、否定辞 ေအး ʔé と一体になって、lәʔé あるいは lé と発音される。 

      အǺလ််ǽေအး။  ʔɔ́ lәʔé / ʔɔ́ lé 「もうない」 

 

◆ ~ၯာေ့သǺယ်ာေ့အး  ～ʁâ θí̱jâ ʔé 「～なのだろうか、～かしら」 

 疑問文の後に ေသǺယ်ာေ့အး θí̱jâ ʔé を置くと、「～なのか分からない」という意味になる。さ

らに、この表現は、「～なのだろうか」と自問自答する場合にも使われる。 

      အ်ǽေဝအ့Ǻမ်ǽက်ၯာေ့သǺယ်ာေ့အး။  ʔәwê ʔɔ́ máʊ ʁâ θí̱jâ ʔé  「彼が元気なのか分からない」 

                                                    or 「彼は元気なのだろうか」 

      အ်ǽေဝအ့Ǻခ်ဝ်လ့ယ်ေ့သǺယ်ာေ့အး။  ʔәwê ʔɔ́ khɔ̂ lɛ̂ θí̱jâ ʔé「彼がどこにいるのか分からない」 

                                                    or 「彼はどこにいるのだろうか」 

 

◆ 「先に～する」を表す ဝီႋ wī 

 動詞助詞 ဝီႋ wī は、「（…するよりも先に）～する」「（他人よりも先に）～する」という

意味を表す。 

      အǺခ်ိǽဝ်ဝီႋဖၠါႋ။  ʔɔ́khò wī phlā  「まずはちょっと待ってください」 

      ယ်ǽမ်ǽဆစိဲǽဝ်ဝီႋဖံǽႋ။  jә mә chɛ́ cò wī phōʊɴ  「まずは電話を掛けてみます」 

この動詞助詞は丁寧な依頼を表す用途にも使われる。したがって、အǺခ်ိǽဝ်ဝီႋဖၠါႋ။ ʔɔ́khò wī phlā

は、「まずはちょっと待ってください」ではなく、単に、「ちょっと待ってください」とい

う意味にも取れる。 

 

◆ 動詞助詞 ဍာင ်dàiɴ 

 ဍာင ်dàiɴ は、動詞ထာင ်thàiɴ「帰る」に由来する動詞助詞で、「再び～する」あるいは「～

しかえす」という意味を表す。元の動詞どおり ထာင ် thàiɴ と発音されることもあり、この

発音どおりに書かれることもある(実はこちらのほうが正式)。 

      အ်ǽေဝၯ့ယ်ထ့ာငဍ်ာင။်  ʔәwê ɣɛ̂ thàiɴ dàiɴ 「彼はまた帰ってきた」 

 

◆ 副助詞 ဖဝ်ႋ phɔ̄   (ဝဝ်ႋ wɔ̄) 

 ဖဝ်ႋ phɔ̄ は、出来事がたった今起きたことを生き生きと表す。ဝဝ်ႋ wɔ̄ とも発音される。 

      ကးဖဝ်ႋ။  ká phɔ̄ 「たいへんなことになった」 
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      ထငံဖ်ဝ်ႋ။  thòɴ phɔ̄ 「やっと着いた」 

      အငး်ၯးလငဖ်ဝ်ႋ။  ʔáɴɣá làɴ phɔ̄ 「歓迎いたします」(直訳：たった今受け入れた) 

 

◆ ေဖǺ်ၯာငႋ်ေဖǺ်ၜျာ  phí̱ ɣāiɴ phí̱ bjà 

 ေဖǺ်ၯာငႋ်ေဖǺ်ၜျာ  phí̱ ɣāiɴ phí̱ bjà は「応援する」という意味である。このイディオムは ေဖǺ် phí̱

「与える」という動詞とၯာငႋ်ၜျာ ɣāiɴbjà「力」という名詞からなる。ၯာငႋ်ၜျာ ɣāiɴbjà は二

つに切り離されている。これを ionization「イオン化」と言い、中国大陸から東南アジア大

陸部の言語によく見られる現象である。 

 

※注※ ေအမာဲွကျာႋဏǺသ်ိǽဝ် ʔè mwɛ̄ câ nɔ́ θò は、ေအမာဲွေၜဏ့Ǻသ်ိǽဝ် ʔè mwɛ̄ bê nɔ́ θò のくだけた言

い方。ကျာႋはビルマ語の စား「種類」の借用。Cf. ビルマ語အမျိǿးအစား「種類」 
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【16】  မ်ǽၯယ်မ့ာေလာဟ်လိက်ပ်ǽယင ်

          mә ɣɛ̂ màlʊ́ lái pәjàɴ    「ビルマ語を勉強するために来た」 
 

---  စဝ်အဖံၠဲǿ ဏ်ǽၯယ်ပ့်ǽယငခ်ါနႋ်ယိǽဝ် မာဲွဏ်ǽမ်ǽမာဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့ 
     cɔ̀ʔɛ́phlòʊɴ,  nә ɣɛ̂ pәjàɴ khāɴ jò mwɛ̄ nә mә mà chәnɔ́ lɛ̂ 
     チョーエープロン   2sg 来る ビルマ  国    この be    2sg IRR  する  何     か 

    「チョーエープロン、ビルマに来て何をしているのですか？」 

---  ယ်ǽၯယ်ပ့်ǽယငခ်ါနႋ်ယိǽဝ်မာဲွယ်ǽမ်ǽမာေလာဟ်ၜးသာလိက်ပ်ǽယင။် 
     jә ɣɛ̂ pәjàɴ khāɴ jò mwɛ̄ jә mә màlʊ́ báθà lái pәjàɴ 
     1sg 来る ビルマ  国   この  be   1sg IRR  学ぶ    たい  字   ビルマ 

    「私はビルマに来て、ビルマ語を学んでいるのです」 

---  ဏ်ǽၯယ်ထ့ငံပ််ǽယငခ်ါနႋ်ယိǽဝ်ယိက်ကိǽဒႋ်ယǽဂ်ၯာ။့  (ဖါယိက်ယǽဂ်ၯာ)့ 
     nә ɣɛ̂ thōɴ pәjàɴ khāɴ jò   jái   k̄  jàʊ ʁâ     (phàjái  jàʊ ʁâ) 
     2sg 来る あたり  ビルマ  国   この   久しい  結構 完了 か         甚だ久しい 完了 か 

    「ビルマに来て長いですか？」 

---  ၜǽဂ်ထငး်လာǳ˝ǽႋၜိငး်ယǽဂ်။   (အǺလ်ာဏငႋ်ǳ˝ǽႋၜိငး်ယǽဂ်) 

     bàʊ tháɴ là nwē béiɴ jàʊ   (ʔɔ́  là nāɴ nwē béiɴ jàʊ) 
     近い  up    月  七    枚    完了     ある 月  約    7     枚    完了 

    「そろそろ 7 ヶ月になります」(7 ヶ月くらいになります) 

---  အǺၜ်းလာǳ˝ǽႋၜိငး်ဍာ်လဝ့်သးီ ခၠါငၜ်းကိǽဒႋ်ယǽဂ်မိǽဒ။် 
     ʔɔ́  bá là nwē béiɴ dài lɔ̂ θí  khlàiɴ bá  k̄ jàʊ m̀ 
     ある 機会 月  七   枚    まだ 断定 も  話す   正しい  結構 完了 よ 

    လငဆ််ǽေတǼင်ဆ့ာမ့ာႋလဝ်။့ 
     làɴ chә tәmjâɴ  châ mā lɔ̂ 
         驚くべきだ       much  very  断定 

    「まだ 7 ヶ月しか経っていないのに、かなり話せるんですね。たいへん驚くべきことです」 
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    ကာလာဏ်ǽလ်ǽၯယ်ဍ့ာ်ၜးပ်ǽယငခ်ါနႋ်ခါ ့ဏ်ǽမာေလာဟ်ဍးဝယ်ယာႋ။ 
     kàlà  nә  lә  ɣɛ̂  dài  bá  pәjàɴ khāɴ khâ nә màlʊ́ dá wɛ̀  jā 
     時     2sg  NEG 来る まだ  NEG ビルマ   国    時    2sg  学ぶ  おく 予め ですよね 

    「ビルマに来る前に、あらかじめ勉強しておいたのですか？」 

---  မာေလာဟ်ၜးဏငႋ်စယ်ေအး။ 
     màlʊ́ bá  nāɴ cɛ̀ ʔé 
     学ぶ   機会  少しも   NEG 

    ၯယ်ထ့ငံလ််ǽယိǽဝ်မး တာ်လငမ်ာေလာဟ်ေဏဝ်ႋ။ 
     ɣɛ̂ thòɴ lé jò má    tài làɴ màlʊ́ nī̱ 
     来る 着く  へ ここ 初めて  開始 down  学ぶ  得る 

    စငႋ်ၜိǽဝ်ဏǺေ်ၜခ့ၠါငၜ်းမ်ǽဖဲၠသိǽဝ် ၜးကၠိǿဒစိ်ǽဒတ််ǽယǺာယǺာ။ 
     cāɴbò nɔ́  bê khlàiɴ bá mә phlɛ́ θò  bá klc̀ ̀  tәɕàɕà 
     だから   TOP  so.as  話す 正しい  IRR  速い so.as  must  努力する ちゃんと 

    「少しも勉強していませんでした。こちらに来て初めて勉強し始めました。だから早く話せるようになるように、 

     きちんと頑張りました」 

---  ပ်ǽယငထ်ာေခါဟ်သးီဏ်ǽမာၜးေဆဝ်ႋၯာ။့ 
     pәjàɴ thàkhʊ́ θí  nә mà  bá   chī̱ ʁâ 
     ビルマ   歌       も  2sg する  正しい  too  か 

    မာေအၜးဍȀ မာေယာဝ်ႋဝးဏငႋ်ပǽဂ်ၜးလယ်ၜိ့ǽဝ်။ 
     mà ʔè bá   dɯ̀  mà jʊ̄wá nāɴ pàʊ bá lɛ̂ bò 
     する if   正しい  if    する  試行  約    曲    なぜか  よ 

    「ビルマの歌も歌えますか？もし歌えるなら、一曲歌ってみてください」 

---  မာထာေခါဟ်ဏǺလ်ငဆ််ǽကးသာ။ လငႋ်ခါင်ခ့ိǽတ်မး မ်ǽမာေဖǺ်ဍးေဝ။့ 
     mà thàkhʊ́ nɔ́ làɴ chә ká θà   lāɴkhâiɴ khó má   mә mà phí̱  dáwê 
     する  歌      TOP   恥ずかしい        後         未来  初めて  IRR  する 与える させて下さい 

    「歌を歌うのは恥ずかしいです。またの機会に歌わせてください」 
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学習のポイント 

◆ 従属節を導く ယိǽဝ် jò 

 「この」を表すယိǽဝ် jò は、第 11 課で学習したဏǺ ် と同じく、理由、条件、時などを表す

ことがある。なお、下の例では、指示機能を持つယိǽဝ် jò「このビルマ国」が従属節のယိǽဝ် jò

を兼ねている。 

   ဏ်ǽၯယ်ပ့်ǽယငခ်ါနႋ်ယိǽဝ် မာဲွဏ်ǽမ်ǽမာဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့ 
   nә ɣɛ̂ pәjàɴ khāɴ jò,  mwɛ̄ nә mә mà chәnɔ́ lɛ̂「あなたはビルマに来て何をするのか？」 

 

◆ ǳ˝ǽ ့ႋၜိငး်ဍာ်လဝ် ့nwē béiɴ dài lɔ̂  まだ 7 ヶ月だけ 

 第 7課で学習したように、数詞のうち下降調を持つဏီ ့nî 2, သိǽင် ့θә̂ɴ 3, ၰȀ˺ xɯ̂ 6, ǳ˝ǽ ့ nwê 7 は、

助数詞が後続すると声調がဏႋီ nī 2, သိǽငႋ် θә̄ɴ 3, ၰȀႋ xɯ̄ 6, ǳ˝ǽႋ nwē 7 のように中平調になる。

ただし正書法上は元の下降調を表す綴り字で書かれる。本テキストでは学習上の便宜を考

え、中平調を表す綴り字で書いている。 

 

◆ ခၠါငၜ်းကိǽဒႋ်ယǽဂ်  khlàiɴ bá k̄ jàʊ  もうかなり話せるようになった 

 ကိǽဒႋ် k̄ は程度の甚だしさを表す形式のひとつである。7 課で既に出てきた。ယǽဂ်  jàʊ と

共に使われることも多く、「かなり～な状態になった」ということを表す。 

      လ်ǽဍးၜးယိက်ကိǽဒႋ်ယǽဂ်  lә dá bá jái k̄ jàʊ  「かなり久しく会っていない」 

 

◆ လငဆ််ǽေတǼင် ့  làɴ chә tәmjâɴ  驚きだ 

 လင ် làɴ は、“လငဆ််ǽ + V” という形を取って、「～という感情(生理現象)を引き起こすよう

な様子だ」という意味を表す。V は感情や生理現象を表す動詞。ဆ်ǽ chә はဟ်ǽ hә となるこ

ともある。ဆ်ǽ chә は非人称構文の ဆ်ǽ (9 課)、ဟ်ǽは一人称複数代名詞である。 

      လငဆ််ǽအ ဲlàɴ chә ʔɛ́ 「可愛い」= လငဟ််ǽအ ဲlàɴ hә ʔɛ́ 

      လငဆ််ǽဏႋီ làɴ chә nī 「可笑しい」= လငဟ််ǽဏႋီ làɴ hә nī  

      လငဆ််ǽကးသာ làɴ chә káθà「恥ずかしい」= လငဟ််ǽကးသာ làɴ hә káθà  

 

◆ 「～する前に」 

 ကာလာ (N) လ်ǽ V ဍာ်ၜး  kàlà (N) lә V dài bá は「N が～する前に」「N が～しないうちに」を

表す。ကာလာ kàlà は က်ǽလာ kәlà とも言う。パーリ語 kāla「時」の借用。直訳すると、「N

がまだ～していない時に」の意である。V の目的語は ဍာ်ၜး dài bá の前でも後でもよい。節

末に ခါ ့khâ を置くこともある。 

      ကာလာအ်ǽေဝလ့်ǽၯယ်ဍ့ာ်ၜး ယ်ǽမ်ǽေလဝ်။  kàlà ʔәwê lә ɣɛ̂ dài bá, jә mә lì̱ 

                                     「彼が来る前に私は行く」 

      ကာလာဆ်ǽလ်ǽဆိǽငဍ်ာ်ၜး ယ်ǽမ်ǽထာင။်  kàlà chә lә chә̀ɴ dài bá, jә mә thàiɴ 

                                     「雨が降る前に私は帰る」 
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      ကာလာလ်ǽအငး်ေမဝ်ဍာ်ၜး သီယ့ာခွက်ဝီႋဏ်ǽစǾးဏǺ။်  kàlà lә ʔáɴ mì̱ dài bá, θîjà wái wī nә cɯ́ nɔ́ 

                                  「ご飯を食べる前に先に手を洗ってしまいなさい」 

 

◆ ဝယ် wɛ̀  「予め～する」 

 ဝယ် wɛ̀ は、何らかの事態に備えて予め何かをしておくことを表す動詞助詞である。 

      ယ်ǽလဝ်ဝယ်ဏ်ǽယǽဂ်ယာႋ။  jә lɔ̀ wɛ̀ nә̀ jàʊ jā「だから言っておいたでしょ」 

 

◆ မး má  「～して初めて」 

 မး má は「～して初めて」を表す従属節助詞である。おそらくモン語かビルマ語からの借

用語(cf. ビルマ語 မǺ hmâ )だが、非常によく使う。 

      ၯယ်ထ့ငံလ််ǽယိǽဝ်မး တာ်လငမ်ာေလာဟ်ေဏဝ်ႋ။  ɣɛ̂ thòɴ lé jò má  tài làɴ màlʊ́ nī̱ 

                                  「ここに来て初めて勉強し始めた」 

名詞に後置することもできる。 

      အ်ǽခါယ့ိǽဝ်မး အ်ǽေဝၯ့ယ်။့ ʔәkhâjò má, ʔәwê ɣɛ̂「今になってやっと来た」 

 

◆ 従属節助詞 ေၜ(့သိǽဝ်) ~ သိǽဝ်  bê(θò) ~ θò 「～するように」 

 ေၜ(့သိǽဝ်) ~ သိǽဝ်  bê(θò) ~ θò は「～するように」の意を表す節を作る。節全体を ေၜ ့bê と 

သိǽဝ်  θò で挟み込む。ေၜ ့bê は pê と発音されることもある。 

      ေၜယ့ǽက်မ်ǽထဝ်သ့ိǽဝ် ၜးမာၜံǽး။  bê jáʊ mә thɔ̂ θò, bá màbóʊɴ 

                              「長生きするように喜捨をしなければならない」 

      ေၜခ့ၠါငၜ်းမ်ǽဖဲၠသိǽဝ် ၜးကၠိǿဒစိ်ǽဒတ််ǽယǺာႋယǺာႋ။  bê khlàiɴ bá mә phlɛ́ θò, bá klc̀ ̀tәɕāɕā 

                    「早く話せるようになるよう、かなり努力しなければならなかった」 
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【17】  ထ်ǽဍငံဖ်ျာႋယိǽဝ်မာဲွယǺးလယ် ့
          thәdòɴ phjā jò mwɛ̄ ɕá lɛ̂   「このロンジーはいくらですか？」 
 

---  ခဝ်ခဝ်လ့်ǽယ်ǽၯယ်ထ့ငံပ််ǽယငခ်ါနႋ်ဍးအိǽဝ်ယǽဂ်သးီ 
     khɔ̀khɔ̂ lɯ́ jә ɣɛ̂ thòɴ pәjàɴ khāɴ dáʔò jàʊ θí 
     ずっと    から 1sg 来る 着く ビルマ   国     過去  完了  も 

    ယ်ǽကံငၜ်းထ်ǽဍငံဏ်ငႋ်ၜငၠဍ်ာ်ေအး။ 
     jә kòɴ bá thәdòɴ nāɴ blàɴ dài ʔé 
     1sg 穿く 経験 腰布     も    回   まだ ない 

    စငႋ်ၜိǽဝ် ယ်ǽမ်ǽေလဝ်ၰǿ̋ထ်ǽဍငံဖ်ဝ်ႋယိǽဝ်။ 
     cāɴbò jә mә lì̱ xwè thәdòɴ phɔ̄jò 
     だから   1sg IRR 行く 買う 腰布     今すぐ 

    ခိǽဝ်ႋအǺပ််ǽယငခ်ါနႋ်ခါယ့ိǽဝ်Ƴကိǿဒၜ်းကံငထ််ǽဍငံမ်ာဲွယာႋ။ 
     khō ʔɔ́ pәjàɴ khāɴ khâ  jò,  kәl ̀bá kòɴ thәdòɴ mwɛ̄ jā 
     最中 いる ビルマ   国    時    この  相応 must  穿く  腰布     be    でしょ 

    「私はビルマに来てからずっとロンジーをはいたことがまだ一度もありません。 

     だから今、ロンジーを買いに行きます。ビルマにいる間はロンジーをはくべきですよね？」 

---  မာဲွ။ ၜးကံငထ််ǽဍငံယ်ာႋၜိǽဝ်။ 
     mwɛ̄, bá kòɴ thәdòɴ jābò 
     be     must  穿く  腰布    ですよ 

    စဝ်အဖံၠဲǿဏǺေ်အကံငဍ်းထ်ǽဍငံစ်ာ်ၜိǽဝ် မာဲွဖံၠǿခါနႋ်မ်ǽညာႋဏǺ ်
     cɔ̀ʔɛ́phlòɴ nɔ́ ʔè kòɴ dá thәdòɴ cài bò mwɛ̄ phlòʊɴ khāɴmәɲā  nɔ́ 
     チョエプロン  TOP  if   穿く おく  腰布   言う なら be     人        外国        TOP 

    ဖံၠǿေသǺယ်ာဏ့ငႋ်ၯာေအး။ 
     phlòʊɴ θí̱jâ nāɴ ɣà ʔé 
     人        知る も  ～人 ない 

    「はい、はくべきですよ 。チョエプロンはロンジーをはいていると外国人だとは誰も分かりません」 
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---  ထ်ǽဍငံဖ်ျာႋယိǽဝ်မာဲွယǺးလယ်။့ 
     thәdòɴ phjā jò  mwɛ̄ ɕá  lɛ̂ 
     腰布        これ   be    いくら  か 

    「このロンジーはいくらですか？」 

---  ၰȀႋဖငႋ်မိǽဒ်။့ 
     xɯ̄phāɴ m̂ 
     600        よ 

    「600 チャットです」 

---  အ်ǽၰǿ̋ေဍာဟ်မာႋလယ်။့ ယǺဟ်ေဖǺ်လင်ဏ့ငႋ်စယ်ေဖါဟ်ၜးလယ်။့ 
     ʔәxwè dʊ́    mā lɛ̂     ɕɔ́ phí̱lâɴ nāɴcɛ̀-phʊ́ bá lɛ̂ 
     値段    大きい    なあ     discount 与える  少し-子      なぜか 

    「高いなあ。少し値下げしてくれませんか」 

---  အ်ǽေဝယ့ိǽဝ် အ်ǽၰǿ̋အ်ǽမဝ်လ့ဝ်။ ယǺဟ်ေဏဝ်ႋလိǽငေ်အး။ 
     ʔәwêjò ʔәxwè ʔәmɔ̂ lɔ̀        ɕɔ́    nī̱  lә̀ɴ ʔé 
     これ      値段     本物  断定      discount 得る もう ない 

    「これは正しい値段です。これ以上は値下げできません」 

---  ကိǽဝ်ေကǺ်ထငံႋ်(or ဏငႋ်)ယာဲဖငႋ်ဏǺၜ်းလယ်။့ 
     kòkí̱ thōɴ jɛ̄phāɴ nɔ́  bá lɛ̂ 
     置く   に    五百    TOP   なぜか 

    「500 チャットにしてくださいよ」 

---  ေအမာဲွကျာႋဏǺသ်ိǽဝ် ယ်ǽမ်ǽကိǽဝ်ေကǺ်ဍးေဝယ့ာဲဖငႋ်ယာဲဆီဏ့Ǻၰ်ဝ်ႋ။ 
     ʔè mwɛ̄ cā nɔ́ θò  jә mә kòkí̱ dáwê jɛ̄phāɴjɛ̄chî nɔ́ xɔ̄ 
     if    be     さような   1sg IRR  置く   させて   五百五十     あの よ 

    ယǺဟ်အးဍးဏǺဏ်Ǻ ်ေဏဝ်ႋလိǽငေ်အး။ 
     ɕɔ́   ʔá  dá nɔ́  nɔ́   nī̱  lә̀ɴ ʔé 
    discount 多い than それ  TOP   得る もう ない 

    「それなら 550 にしますよ。これより多くはまけられません」 
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学習のポイント 

◆ ～してからずっと 

 ခဝ်ခဝ်လ့်ǽ khɔ̀khɔ̂ lɯ́ ～ (ဍး)အိǽဝ်ယǽဂ် (dá)ʔòjàʊ は「～してからずっと」という意味の副詞節

を導く。ခဝ်ခဝ်လ့်ǽ khɔ̀khɔ̂ lɯ́ の部分は、တ်ǽခဝ်လ့်ǽ tәkhɔ̂ lɯ́ あるいは ခဝ်လ့်ǽ khɔ̂ lɯ́ とも言う。 

   ခဝ်ခဝ်လ့်ǽယ်ǽၯယ်ထ့ငံပ််ǽယငခ်ါနႋ်ဍးအိǽဝ်ယǽဂ် ယ်ǽကံငၜ်းထ်ǽဍငံဏ်ငႋ်ၜၠငဍ်ာ်ေအး။ 
    khɔ̀khɔ̂ lɯ́ jә ɣɛ̂ thòɴ pәjàɴ khāɴ dáʔò jàʊ  jә kòɴ bá thәdòɴ nāɴ blàɴ dài ʔé 

    「ビルマに来てからずっと、私はロンジーを穿いたことがない」 

   ခဝ်ခဝ်လ့်ǽယ်ǽထငံပ််ǽယငခ်ါနႋ်အိǽဝ်ယǽဂ် ယ်ǽအǺဆ်ငံး်ဏငႋ်ၜငၠေ်အး။ 
    khɔ̀khɔ̂ lɯ́ jә thòɴ pәjàɴ khāɴ ò jàʊ  jә ʔɔ́ chóɴ nāɴ blàɴ ʔé 

    「ビルマに到着してからずっと、私は健康だったことがない」 

   ခဝ်ခဝ်လ့်ǽစာငး်လငတ်ဲက်ǽသိǽဝ်အိǽဝ်ယǽဂ် လငဖ်ါ။ 
     khɔ̀khɔ̂ lɯ́ cáiɴ làɴ tɛ́kәθò ò jàʊ    làɴphà  

    「大学を出てからずっと、離ればなれだった」 

 

◆ ～している最中 

 ခိǽဝ်ႋ khō ～ は節頭に置かれる副詞で、「～している最中」という意味を表す。khә́ とも発

音される。 

      ခိǽဝ်ႋအ်ǽေဝအ့ငး်ေမဝ်။  khō ʔәwê ʔáɴ mì̱ 「彼はご飯を食べている最中だ」 

      ခိǽဝ်ႋအǺပ််ǽယငခ်ါနႋ်ခါယ့ိǽဝ်က်ǽလိǽဒၜ်းကံငထ််ǽဍငံမ်ာဲွယာႋ။ 
      khō ʔɔ́ pәjàɴ khāɴ khâ jò   kәl ̀bá kòɴ thәdòɴ mwɛ̄ jā  

      「ビルマにいる間は腰布を穿くべきでしょ？」 

 

◆ ～するべきだ 

 Ƴကိǿဒ ် kәl ̀ ～ は節頭に置かれる副詞で、「～するべきだ」という意味を表す。綴り字どお

りの発音は kr̀ だが、通常 kәl̀ と発音される。これに呼応して動詞の前には義務を表す動詞

小辞 ၜး bá が置かれる。 

      Ƴကိǿဒဏ််ǽၜးေလဝ်။   kәl ̀nә bá lì̱  「あなたは行くべきだ」 

      Ƴကိǿဒၜ်းေသǺယ်ာ။့   kәl ̀bá θí̱jâ  「知るべきだ」 

 

◆ ယာႋၜိǽဝ် jābò「～なのですよ」 

 文末のယာႋၜိǽဝ် jābò は、相手の知らない情報や相手が不確かにしか知らない情報に対して

確実な情報を与えていることを標示する。「～なのですよ」といった訳ができる。ေအးၯာၜိ့ǽဝ် 

ʔé ʁâ bò「(～では)ないかね?」に由来する。 

      ယ်ǽၜးေလဝ်ယာႋၜိǽဝ်။   jә bá lì̱ jābò  「私は行かなければならないのですよ」 

      အ်ǽေဝၯ့ယ်ထ့ာငယ်ǽဂ်ယာႋၜိǽဝ်။   ʔәwê ɣɛ̂ thàiɴ jàʊ jābò  「彼が帰ってきたんですよ」 

      အ်ǽဏǺယ်ာႋၜိǽဝ်။   ʔәnɔ́ jābò  「そのとおりですよ」 
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 ယာႋၜိǽဝ် jābò を用いた文で、動詞に強調の動詞助詞 ေဝ ့wê を後置することがよくある。「も

ちろん～に決まってるさ」のような意味になる。(12 課のダイアログで実は既出) 

      မǽက်ေဝယ့ာႋၜိǽဝ်။   máʊ wê jābò  「もちろん元気に決まってます」 

同様に、断定の助詞လဝ် ့lɔ̂ ともよく使われる。 

      ကိǽဝ်လǽက်ဆငိ်လ့ဝ်ယ့ာႋၜိǽဝ်။   kò láʊchêiɴ lɔ̂ jābò  「もちろん全員呼ぶに決まってます」 

これは勧誘を表す文でも使われる。 

      ေလဝ်လဝ်ယ့ာႋၜိǽဝ်။   lì̱ lɔ̂ jābò 「さあ行きましょう」 

 

◆ 「～してくださいよ」「～したらどうですか」 

 ၜးလယ် ့ bálɛ̂ は、ၜးဆ်ǽဏǺလ်ယ်「့なぜ(～なの)か」の縮約した形である。これが命令文にお

いて文末助詞のように機能し、強い勧奨を表すことがよくある。(16 課で初出) 

      ယǺဟ်ေဖǺ်လင်ဏ့ငႋ်စယ်ေဖါဟ်ၜးလယ်။့ 
      ɕɔ́  phí̱lâɴ  nāɴcɛ̀ phʊ́  bá lɛ̂       「もう少しまけて下さいよ」 

      ကိǽဝ်ေကǺ်ထငံႋ်ယာဲဖငႋ်ဏǺၜ်းလယ်။့ 
      kòkí̱  thōɴ  jɛ̄phāɴ  nɔ́  bá lɛ̂         「500 チャットにしてくださいよ」 

      ေလဝ်ေယာဝ်ႋဝးၜးလယ်။့ 
      lì̱  jʊ̄wá  bá lɛ̂           「行ってみたらどう？」 
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【18】 တာ်ထငး်ၜးေခါဟ်ေမာတ်လ်ǽပါၜး 
          tài tháɴ bá khʊ̄mó lә pà bá     「出掛けたとき傘がなかった」 
 

---  ယ်ǽသာယ˪က်မိǽဒ်။့ စǺ်ထိǽငႋ်ၯာသာယǽဂ်။ 
     jә θà ɕáʊ m̂    cɔ́  thә̄ɴ ɣà θà jàʊ 
     1sg 心  複雑  よ    濡れる  全  ～人  全  完了 

    「いやになるよ。全身濡れてしまった」 

---  ၜးဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့ ဆ်ǽဆိǽငခ်ၠǿဂ်ေဏဝ်ႋဏ်ǽၯာ။့ 
     bá chәnɔ́ lɛ̂    chә chә̀ɴ khlàʊ nī̱  nә̀ ʁâ 
     当たる  何   か    物    降る  捕獲する 得る 2sg か 

    「何が起きたの？雨に降られたの？」 

---  မာဲွ၊  တာ်ထငး်ၜးၯိငး်ခါ ့ၜးလ်ǽ ေခါဟ်ေမာတ်လ်ǽပါၜးယာႋဏယ်။့ 
     mwɛ̄, tài tháɴ bá ɣéiɴ khâ  bá  lé khʊ̄mó lә  pà  bá  jā nɛ̂ 
     be     出る  up  無意識  家   時   当たる  に   傘     NEG 携帯 NEG よ  ね 

    ဆ်ǽမ်ǽဆိǽငဖ်ဝ်ဖဝ်ယ့ိǽဝ်ဏǺ ်ယ်ǽလ်ǽဆငံ်မံ့ငး်ၜးၜးေဆဝ်ႋ။ 
     chә mә chә̀ɴ phɔ̀phɔ̂jò nɔ́   jә  lә  chôɴmóɴ  bá   bá   ɕī 
     物   IRR   降る   これだけ    TOP   1sg  NEG  考える      無意識  NEG  too 

    「家を出たとき、うっかりして傘を持っていなかったんだよ。こんなに降るとは思わなかったんだ」 

---  ေအမာဲွလȒ ံǿႋစာ်ၜိǽဝ်ဆ်ǽဆိǽငခ်ါဏ့Ǻ ်
     ʔè mwɛ̄ lәkōʊɴ cài bò chә chә̀ɴ khâ nɔ́ 
     if    be    ヤンゴン  言う なら 物   降る   時   TOP 

    ဆ်ǽမ်ǽဆိǽငဍ်းေၜယ့ိǽဝ်သိǽဝ်ကိǽဝ်ဏေီဍမိငက်။ 
     chә mә chә̀ɴ dá  bê jò θò kō nì dè mèiɴká 
     物    IRR  降る  限定  かように   各  日  各   ほとんど 

    「ヤンゴンだと、ほぼ毎日こんな感じで降るのが常だと思うよ」 
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---  ေကခိǽတ်ဝဝ် ့ဆ်ǽမ်ǽဆိǽငဍ်ာ်ၯာ။ 
     kèkhó wɔ̂  chә  mә chә̀ɴ dài ʁà 
     明日     は   物    IRR   降る  まだ か 

    「明日はまた降るだろうか？」 

---  ဆ်ǽမ်ǽဆိǽငေ်သǺဍ်းဆ်ǽသာလဝ်။ 
     chә mә  chә̀ɴ θí̱  dáchәθà lɔ̀ 
     物    IRR   降る  可能  だなあ     断定 

    「降る可能性あるだろうなあ」 

---  ယ်ǽမာဲွဖံၠǿအ်ǽညာသ့ာႋဏǺ ်ေသǺယ်ာတ့်ǽယǺာေအး။ 
     jә mwɛ̄ phlòʊɴ ʔәɲâθā  nɔ́  θí̱jâ tәɕà ʔé 
     1sg  be     人      上ビルマ人  TOP   知る 確かに  ない 

     လ်ǽယ်ǽအǺမ်နႋ်တ်ǽေလႋအ်ǽခါဍ့းအိǽဝ် 

     lɯ́ jә ʔɔ́ māɴtәlē ʔәkhâ dáʔò 
     に  1sg 住む マンダレー   時    過去 

    ထငံႋ်(ထငံႋ်ဍး)ယ်ǽေလဝ်လ်ǽစံငး်စံငး် ေခါဟ်ေမာတ်ပါပျǿက်ဏငႋ်ဖိǽင်ေ့အး။ 
     thōɴ (thōɴdá) jә lì̱  lәcóɴcóɴ, khʊ̄mó pà pjáʊ nāɴ phә̂ɴ ʔé 
     no matter          1sg 行く どこか        傘     携帯 follow   も   回     ない 

    「僕は上ビルマ出身だからあまり知らないんだよ。 

     マンダレーに住んでたときはどこに行くにも傘は手もとになかった」 

---  ေဝ၊့ ထǽဂ်ခွိက်ေဍဆ်ǽယးထǽဂ်ေမံသးဏǺေ်အဖဲၠ။ 
     wê, thàʊ wái  dē chәjáthàʊméθá nɔ́  ʔèphlɛ́ 
     さあ  拭く  徹底  で    タオル           その  速く 

    ယ်ǽေခါဝ်ႋက်ǽတဝ်ၜးဆ်ǽခၠိငး်မ်ǽၜးၜးဏ်ǽေခါတ်။ 
     jә khʊ̄kәtɔ̀ bá  chә khléiɴ mә  bá   bá   nә̀  khó 
     1sg  心配    無意識  物   寒い    IRR  当たる  非意図 2sg  いずれ 

    「さあ、そのタオルではやく拭きなさい。風邪をひいてしまわないかと心配だから」 
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学習のポイント 

◆ ထိǽငႋ်ၯာသာ  thә̄ɴ ɣà θà 全身 

 ထိǽငႋ် thә̄ɴ ~ သာ θà は間に助数詞をはさみ、全体・全域に亘って何らかの状況が存在する

ことを表す。 

      ထိǽငႋ်ဏငိး်သာ  thә̄ɴ néiɴ θà   一年中,   ထိǽငႋ်ေဆာဝ်သာ  thә̄ɴ chʊ̀ θà 一生 

      ၯိငး်ထိǽငႋ်ဖံၠǿးသာ  ɣéiɴ thә̄ɴ phlóʊɴ θà   家じゅう 

ただし、一日中はသငိဏ်ခီၠံင ်  θèiɴ nì khlòɴ、一晩中はသငဏ်ာခၠံင ်  θāɴ nà khlòɴ と言う。 

 

◆ 「雨に降られる」「風邪を引く」 

 ポー・カレン語の他動詞はふつう無生物を主語として取らない。しかし、一部の表現で、

無生物を主語として取る場合がある。「雨に降られる(直訳：雨が(誰々を)捕まえる)」「風邪

を引く(直訳：寒さが(誰々に)当たる)」はその代表的なものである。無生物主語のときの動

詞は無意志動詞である。 

      ဆ်ǽဆိǽငခ်ၠǿဂ်ေဏဝ်ႋယ်ǽ။  chә chә̀ɴ khlàʊ nī̱ jә̀ 「私は雨に降られた」 

      ဆ်ǽခၠိငး်ၜးယ်ǽ။  chә khléiɴ bá jә̀ 「私は風邪を引いた」 

 

◆ ၜးလ်ǽ bá lә́ ~  たまたま～になる 

 ၜးလ်ǽ bá lә́ ~ は、後に節を取って、「たまたま～という事態になる」の意を表す。 

      ၜးလ်ǽေခါဟ်ေမာတ်လ်ǽပါၜးယာႋဏယ်။့ bá lé khʊ̄mó lә pà bá jā nɛ̂  

                                「たまたま傘がなかったのさ」 

      ၜးလ်ǽဆ်ǽၜံǽးေၯဝ်မိǽဒ်။့  bá lé chәbóʊɴ ɣì̱ m̂   「たまたま運が良かったんだよ」 

      ယ်ǽၯယ်ဏ့်ǽၯငိး်ခါ ့ၜးလ်ǽဏ်ǽအငး်ေမဝ်ဍာ်။  jә ɣɛ̂ nә ɣéiɴ khâ, bá lé nә ʔáɴ mì̱ dài  

      「私があなたの家に来たとき、たまたまあなたはまだご飯を食べているところだった」 

 

◆ 「～しないのだ」「～しなかったのだ」 

 12 課で学習した従属節の否定形式လ်ǽ lә ~ ၜး bá を主節で用いると、「～しないのだ」「～

しなかったのだ」のように、原因を説明的に述べる文になる(insubordination の一種)。 

      ဆ်ǽမ်ǽဆိǽငဖိ်ǽဝ်ဖိǽဝ့်ယိǽဝ်ဏǺ ်ယ်ǽလ်ǽဆငံ်မံ့ငး်ၜးၜးေဆဝ်ႋ။ 
      chә mә chә̀ɴ phòphôjò nɔ́, jә lә chôɴmóɴ bá bá ɕī「こんなに雨が降るとは思っていなかったのだ」 

      လ်ǽကၠ်ǿေလာတသ်ာၜး။  lә klә̀ lóθà bá 「思い違いが生じたのだよ」 

 

◆ 「ほとんどの～」 

 6 課と 13 課で学習したကိǽဝ် ~ ေဍ「すべての～」に မိငက် mèiɴká を後置すると、「ほとん

どの～」という意味になる。 

      ဆ်ǽမ်ǽဆိǽငဍ်းေၜ့ယိǽဝ်သိǽဝ်ကိǽဝ်ဏေီဍမိငက်။ chә mә chә̀ɴ dá bê jò θò kō nì dè mèiɴká 

                               「このくらいほとんど毎日降るだろう」 
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      ဖံၠǿၯယ်က့ိǽဝ်ၯာေဍမိငက်။  phlòʊɴ ɣɛ̂ kō ɣà dè mèiɴká 「ほとんどの人が来た」 

 

◆ ဍးဆ်ǽသာ dáchәθà 「～だなあ」 

 ဍးဆ်ǽသာ dáchәθà は、感情の強い表出「～だなあ」「～だろうなあ」「～なんですよ」「～

であることよ」を表す動詞助詞である。後に断定を表すလဝ် lɔ̀ を伴うことが多い。dáθà さ

らには ʁáθà と発音されることがよくある。 

      အးဍးဆ်ǽသာလဝ်။  ʔá[23] dáchәθà lɔ̀ 「多いなあ」 

      ဆ်ǽမ်ǽဆိǽငေ်သǺဍ်းဆ်ǽသာလဝ်။  chә mә chә̀ɴ θí̱[23] dáchәθà lɔ̀「雨がきっと降るんだろうなあ」 

      လ်ǽၯာၯာေၯဝ် ေဏဝ်ႋဍးဆ်ǽသာလဝ်။  lәɣàɣà ɣì̱ nī̱[23] dáchәθà lɔ̀「誰でもいいんですよ」 

      အ်ǽေဝအ့Ǻမ်ǽက်ဍးဆ်ǽသာလဝ်။  ʔәwê ʔɔ́ máʊ[23] dáchәθà lɔ̀ 「彼は元気なんですよ」 

 

◆ ထငံႋ်(ထငံႋ်ဍး) thōɴ (thōɴdá) 

 ထငံႋ် thōɴ あるいはထငံႋ်ဍး thōɴdá は、「どんなに～でも」といった、譲歩を表す副詞節を

形成する。 

      ထငံႋ်ယ်ǽေလဝ်လ်ǽစံငး်စံငး် ေခါဟ်ေမာတ်ပါပျǿက်ဏငႋ်ဖိǽင်ေ့အး။ 
      thōɴ jә lì̱ lәcóɴcóɴ, khʊ̄mó pà pjáʊ nāɴ phә̂ɴ ʔé 

         「どこかに行くにも(=どこに行くにも)、一度も傘があったためしがない」 

      ထငံႋ်ဍးဆ်ǽေခါဝ်ႋသးီ ယ်ǽမ်ǽေလဝ်။  thòɴdá chә khʊ̄ θí jә mә lì̱「どんなに暑くても行きます」 

      ထငံႋ်ဍးအǺၜ်းသာ အǺ။်  thòɴdá ʔɔ́ báθà, ʔɔ́「どれだけ居たくても居なさい」 

                                         （=居たいだけ居なさい） 

V ဍးေဝ ့ထငံႋ်Vသးီ (V dáwê. thōɴ V θí)「V であれ。どんなに V であっても」という定型表現も

よく使われる。 

      ခါဍးေဝထ့ငံႋ်ခါသးီ ယ်ǽမ်ǽၰǿ̋။  khà dáwê. thōɴ khà θí jә mә xwè どんなに高くても買う。 

 

◆ 副詞形成接頭辞 ေအ ʔè- 

 ေအ ʔè- は、主に状態動詞の前について、副詞を形成する。ʔә- とも発音する。 

       ေအ ʔè- + ဖဲၠ phlɛ́ 「速い」 →  ေအဖဲၠ ʔèphlɛ́ 「速く」 

       ေအ ʔè- + ေၯဝ် ɣì̱ 「良い」 →  ေအေၯဝ် ʔèɣì̱ 「上手に」 

       ေအ ʔè- + လǽက ်láʊ 「尽きる」 →  ေအလǽက ်ʔèláʊ 「全部」 

 

◆ ၜးခိǽတ် bá khó ～してしまうんではないかと(心配だ) 

 動詞に非意図を表す動詞助詞 ၜး bá を後置し、さらに文末に未来を表す ခိǽတ ်khó (20 課参

照)を置いた文は「～してしまうのではないか」というように憂慮を表す。 

      ဆ်ǽခၠိငး်မ်ǽၜးၜးဏ်ǽခိǽတ်။  chә khléiɴ mә bá bá nә̀ khó「風邪を引いてしまうよ」 

      မ်ǽေထဖံါၜးခိǽတ်။  mә théphà bá khó「(そんなことしていたら皿が)割れてしまうよ」 
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【19】 ကာႋၯာၯံငယ်ǽဂ်ၜးဍငံ ်

          kā ɣàɣòɴ jàʊ bádòɴ     「車が壊れたようだ」 
 

---  ေကခိǽတ် ယ်ǽမ်ǽၜးေလဝ်ပ်ǽကိǽဝ်ႋမိǽဒ်။့  ယ်ǽအငး်ၰȀ˺ ဖံၠǿမ်ǽသံǽေ့ဖǺ်ယ်ǽေဍကာႋ။ 
     kèkhó jә mә bá  lì̱  pәkō m̂     jә ʔáɴxɯ̂ phlòʊɴ mә θôʊɴ phí̱ jә̀ dē kā 
     明日    1sg IRR  must  行くバゴー  よ      1sg 探す     人       IRR  送る  与える 1sg で  車 

    「明日、バゴーに行かないといけないんですよ。私を車で送ってくれる人を探しています」 

---  ယ်ǽမ်ǽသံǽေ့ဖǺ်ဍးေဝ။့ 
     jә mә θôʊɴ phí̱   dáwê 
     1sg IRR  送る  与える  させて 

    「私がお送りしましょう」 

---  မ်ǽကဲၯာ။့ 
     mә kɛ́ ʁâ 
     IRR  成る か 

    「可能ですか？」 

---  ကဲဍးဆ်ǽသာလဝ်။ 
     kɛ́ dáchәθà lɔ̀ 
     成る なんですよ  断定 

    ေအမာဲွƭဆာမ့Ǿးအ်ǽၯငႋ်စာ်ၜိǽဝ် မ်ǽၜးမာၜိǽဝ်မာဆိǽငယ်ာႋၜိǽဝ်။ 
     ʔè mwɛ̄ chәrâmɯ́ ʔәɣāɴ cài bò, mә bá màbò màchә̀ɴ jābò 
     if    be     先生(女)      ため  言う なら IRR  must  手伝う  協力する   でしょ 

    「大丈夫ですよ。先生のためであればご協力しなければなりません」 

---  ဆ်ǽဂǽဏႋ်ဆ်ǽတာၰဝ်ႋ။    ယ်ǽကာႋဏǺၯ်ာၯံငယ်ǽဂ်ၜးဍငံ။် 
     chәkhōʊɴchәtà xɔ̄     jә kā nɔ́  ɣàɣòɴ jàʊ bádòɴ 
     ありがとう          ね      1sg 車  TOP   壊れる  完了  似る 

    「ありがとうございます。私の車は壊れてしまったようです」 
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    က်ǽေဏဝ်ႋပ်ǽတာ်ထငး်စဲသးီေဏဝ်ႋလိǽငေ်အးမိǽဒ်။့ 
     kәnī̱ pәtài tháɴ cɛ́ θí  nī̱  lә̀ɴ ʔé m̂ 
     さえ   かける  up   機械 も  得る もう NEG よ 

    「エンジンをかけることもできません」 

---  ယ်ǽမ်ǽတာငေ်ၯဝ်ထငး်ဍးေဝ။့ 
     jә mә tàiɴ ɣì̱ tháɴ dáwê 
     1sg IRR  作る 良い up   させて下さい 

    ယ်ǽဏǺေ်အမာဲွစဲစာ်ၜိǽဝ် လ်ǽမိငေ်ၯဝ်လ်ǽမိငေ်ၯဝ် တာငေ်ၯဝ်ထငး်ေသǺ။် 
     jә̀ nɔ́ ʔè mwɛ̄ cɛ́ cài bò  lә mèiɴ ɣì̱ lә mèiɴ ɣì̱  tàiɴ ɣì̱ tháɴ θí̱ 
     1sg TOP  if   be   機械 言う なら  一 種    良い 一  種    良い  作る 良い up   可能 

    「私に直させてください。私は機械なら何でも直すことができます」 

---  မာဲွၯာ။့ လငႋ်ခါင်ခ့ိǽတ် ေအၜးတာငေ်ၯဝ်ထငး်ဆ်ǽ ေအအǺလ််ǽမိငမိ်င ်

     mwɛ̄ ʁâ  lāɴkhâiɴ khó ʔè bá tàiɴ ɣì̱ tháɴ chә̄ ʔè ʔɔ́ lә mèiɴ mèiɴ 
     be     か     後        未来  if  must  作る 良い up    物    if  ある 一  種     種 

    မ်ǽအငး်မိǽင်စ့ဝ်ေခဝ်ၰ့ဝ်ႋ။        စဝ်ေခဝ်ဏ့Ǻဟ််ǽပ်ǽထာဲသာေသǺ။် 
     mә ʔáɴmә̂ɴ cɔ̀khî̱  xɔ̄       cɔ̀khî̱  nɔ́  hә pәthɛ̄   θà  θí̱ 
     IRR   頼む     チョーキ ね        チョーキ  TOP  1pl   支える   MID  できる 

    လာႋဏင်သ့းီ ၜးဏǺလ်ယ်ဏ့်ǽလ်ǽထငး်ယǺာႋၜးဏǺ။် 
     lānâɴ θí  bá nɔ́ lɛ̂  nә lә  tháɴɕā bá  nɔ́ 
     しかし   も   なぜ   か  2sg NEG 結婚する  NEG TOP 

    「そうですか。今後、何か修理しなければならない物が出てきたら、チョーキに頼みますね。 

     チョーキは頼りがいがありますね。でも、なぜ結婚しないのですか？」 

---  ဖျာႋဏǺဏ်Ǻ ်လဝ်လ်ǽၜးဆငံ် ့ƭဆာမ့Ǿး။ 
     phjā nɔ́  nɔ́  lɔ̀   lә  bá   chôɴ, chәrâmɯ́ 
         それ  TOP  語る NEG 正しい  ましだ   先生 

    「それを言うのは、やめてください、先生」 
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学習のポイント 

◆ အ်ǽၯငႋ် ʔәɣāɴ  「～のため」 

အ်ǽၯငႋ် ʔәɣāɴ は「～のため」を表す。品詞としては名詞に属する(relator noun)。 

      ေအမာဲွƭဆာမ့Ǿးအ်ǽၯငႋ်စာ်ၜိǽဝ် မ်ǽၜးမာၜိǽဝ်မာဆိǽငယ်ာႋၜိǽဝ်။ 
ʔè mwɛ̄ chәrâmɯ́ ʔәɣāɴ cài bò, mә bá màbò màchә̀ɴ jābò 

 「先生のためであるなら、手伝わなければならないですよ」 

     ကၠိǿဒစိ်ǽဒမ်ာထီခ့ါနႋ်အ်ǽၯငႋ်။ klc̀ ̀mà thîkhāɴ ʔәɣāɴ 「国のために努力せよ」 

次のように、「～にとって」（判断の主体）を表すこともある。 

     အွာအွာအ်ǽၯငႋ်ဆ်ǽယ˫းမǽက်လǽက်၊ ေခါဝ်ႋအိǽငၜ်းအ်ǽသာဏǺမ်ာဲွဆ်ǽယဝ်ခါယ့ိǽဝ်လǺ်။ 
ʔwàʔwà ʔәɣāɴ chәɕɯ́máʊ láʊ,  khʊ̄ʔә̀ɴ  bá ʔә  θà nɔ́  mwɛ̄ chәjɔ̀khâ jò  lɔ́ 

ワーワー とって 平穏      尽きる 不安な   to 3SG  心 TOP   be   暑季   この であります 

 「ワーワーにとって、平穏が尽き、不安が生じるのは暑期なのである」 

※လǺ် lɔ́ は書き言葉でよく用いられる断定形式。လဝ် ့lɔ̂ の変異形と見なすべきか？ 

 

◆ ဆ်ǽဂǽဏႋ်ဆ်ǽတာ 「ありがとう」 

 ဆ်ǽဂǽဏႋ်ဆ်ǽတာ (ဆ်ǽခံǽႋဆ်ǽတာ) chәkhōʊɴchәtà は「恩恵」の意の名詞である。これを「ありがと

う」の意味で用いる。ဂǽဏႋ်တာ khōʊɴtà を語根とする対句の形を取っている。ちなみに、「感

謝する」は စာ်ဂǽဏႋ်စာ်တာ cài khōʊɴ cài tà。 

 

◆ ၜးဍငံ ်bádòɴ  「～のようだ」「～だと思う」 

ၜးဍငံ ်bádòɴ は「～に似ている」の意味を表す動詞である。 

      အ်ǽေဝၜ့းဍငံေ်ဍအ်ǽဖါႋ။  ʔәwê bádòɴ dē ʔә phā 「彼はお父さんに似ている」 

これを、文頭(または主節の前)や文末で用い、「～のようだ」「～だと思う」「～らしい」と

いった推定の意味を表すことができる。 

      ယ်ǽကာႋဏǺၯ်ာၯံငယ်ǽဂ်ၜးဍငံ။်  jә kā nɔ́ ɣàɣòɴ jàʊ bádòɴ 「私の車は壊れてしまったようだ」 

      ၜးဍငံယ််ǽကာႋဏǺၯ်ာၯံငယ်ǽဂ်။ bádòɴ jә kā nɔ́ ɣàɣòɴ jàʊ 「私の車は壊れてしまったようだ」 

      သိǽင်လ့်ǽဍȀယိǽဝ်ၜးဍငံအ်ငး်အဲǽးလ်ǽစယ်။  θә̂ɴ lә dɯ̀ jò bádòɴ ʔáɴ ʔwí lәcɛ̀ 

「このおかずはちょっと美味しそうだ」 

 

◆ က်ǽေဏဝ်ႋ kәnī̱  「～さえ」 

 一般助詞က်ǽေဏဝ်ႋ kәnī̱ は「～さえ」の意を表す。က်ǽယာဲ kәjɛ̄ とも言う。 

က်ǽေဏဝ်ႋပ်ǽတာ်ထငး်စဲ(စက်)သးီေဏဝ်ႋလိǽငေ်အးမိǽဒ်။့  kәnī̱ pәtài tháɴ cɛ́ θí nī̱ lә̀ɴ ʔé m̂ 

             「エンジンをかけることさえできないのですよ」 

      က်ǽေဏဝ်ႋယိǽဝ်သးီမာအ်ǽကျံငး်ဍာ်ေအး။ 
      kәnī̱  jò   θí  mà ʔәcóɴ  dài  ʔé 

      さえ  これ も  取る 道    まだ NEG  「それでもまだ真人間になっていない」 
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◆ A ေၯဝ် B ေၯဝ်  A ɣì̱ B ɣì̱  「A であれ B であれ」 

 A ေၯဝ် B ေၯဝ်  A ɣì̱ B ɣì̱ は「A であれ B であれ」を表す。ေၯဝ် ɣì̱ は「良い」の意の動

詞に由来する。 

  ・節を取る場合 

      ေဍာဟ်ေၯဝ်ေပဝ်ေ့ၯဝ် ေဏဝ်ႋဍးဆ်ǽသာလဝ်။  dʊ́   ɣì̱  pî̱   ɣì̱  nī̱  dáchәθà lɔ̀ 

                                           大きい    小さい   得る だなあ  断定 

「大きくても小さくても構いませんよ」 

   ・名詞を取る場合 

လ်ǽမိငေ်ၯဝ်လ်ǽမိငေ်ၯဝ် တာငေ်ၯဝ်ထငး်ေသǺ။်  lә mèiɴ ɣì̱ lә mèiɴ ɣì̱, tàiɴ ɣì̱ tháɴ θí̱ 

             「何であっても直すことができる」 

 

◆ V လ်ǽၜးဆငံ် ့  V lә bá chôɴ  「～するのはよしなさい」「～するのはやめなさい」 

 この表現は、今していることをやめるよう促すために使われる。လ်ǽ V လိǽငၜ်းသးီဆငံး်  NEG 

V lәɴ bá θí chóɴ (NEG V anymore NEG also fine) 「もはや～しなくても元気である」が転訛し

て出来た言い方か？ 

      လဝ်လ်ǽၜးဆငံ်။့  lɔ̀ lә bá chôɴ 「言うのをやめてください」 

      အငး်လ်ǽၜးဆငံ်။့  ʔáɴ lә bá chôɴ 「食べるのをやめなさい」 

      ၯယ်လ့်ǽၜးဆငံ်။့  ɣɛ̂ lә bá chôɴ 「来るのはもうやめなさい」 

似た表現で、လ်ǽ V ၜးဆငံ် ့  lә V bá chôɴ というのがある。この表現は、「～しないほうがよい」

の意を表す。လ်ǽ V ၜးသးီဆငံး်  lә V bá θí chóɴ (NEG V NEG also fine) 「～しなくても元気であ

る」が転訛して出来た言い方か？(လ်ǽ)လဝ်ၜးဆငံ့် のように、V に目的語などの要素が現れて

いない場合にはလ်ǽ が脱落する傾向にある。 

      (လ်ǽ)လဝ်ၜးဆငံ်။့    (lә) lɔ̀ bá chôɴ 「言わないほうがいいですよ」 

      လ်ǽအငး်ေမဝ်ၜးဆငံ်။့  lә ʔáɴ mì̱ bá chôɴ 「ご飯を食べないほうがいい」 

      လ်ǽထငး်ကျံငႋ်ၜးဆငံ်။့  lә tháɴ cōɴ bá chôɴ 「学校に行かないほうがいい」 
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【20】 ယ်ǽထာငၜ်းသာဍာ်ေအး 
          jә thàiɴ báθà dài ʔé    「まだ帰りたくない」 
 

---  စဝ်အဖံၠဲǿ ဏ်ǽမ်ǽထာငဍ်ာငဂ်ျ်ǿပါန်ခ့ါနႋ်ေယǺဝ်ေယǺဟ်လယ်။့ 
     cɔ̀ʔɛ́phlòʊɴ nә mә thàiɴ dàiɴ cәpâɴ khāɴ ɕì̱ɕí̱ lɛ̂ 
     チョーエープロン 2sg  IRR  帰る   再び   日本   国    いつ  か 

    「チョーエープロンはいつ日本に帰るのですか？」 

---  ယ်ǽမ်ǽၜးထာငဍ်ာငလ်ာဏငႋ်ၜိငး်ဍဝ်ခိǽတ်။ 
     jә mә bá  thàiɴ dàiɴ là nāɴ béiɴ dɔ̀ khó 
     1sg IRR  must  帰る   再び  月  約    枚    後  未来 

    အ်ǽမဝ်ဏ့Ǻ ်ယ်ǽထာငၜ်းသာတ်ǽယǺာႋဍာ်ေအး။ 
     ʔәmɔ̂ nɔ́  jә thàiɴ báθà tәɕā dài ʔé 
     実際   TOP  1sg  帰る  たい  確かに  まだ ない 

    「私は来月帰らなければなりません。本当はまだあまり帰りたくありません」 

---  ဏ်ǽမ်ǽၯယ်ထ့ာငဍ်ာငပ််ǽယငခ်ါနႋ်(ယိǽဝ်)ေယǺဝ်ေယǺဟ်လယ်ၜိ့ǽဝ်။ 
     nә mә ɣɛ̂ thàiɴ dàiɴ pәjàɴ khāɴ (jò) ɕì̱ɕí̱ lɛ̂ bò 
     2sg IRR  来る 帰る    再び  ビルマ  国     この   いつ  か  ね 

    「いつビルマに戻ってきますか？」 

---  ေအၜးတ်ǽေကဝ်စာ်ၜိǽဝ် ယ်ǽမ်ǽၯယ်ထ့ာငဍ်ာင ်ထငံႋ်လ်ǽဏငိး်အ်ǽထငႋ်ဖိǽငယ်ိǽဝ်။ 
     ʔè bátәkì̱ cài bò, jә mә ɣɛ̂ thàiɴ dàiɴ thōɴ lә néiɴ ʔәthāɴphә̀ɴ jò 
     if   都合良い 言う なら 1sg  IRR  来る 帰る  再び  に     一  年     間          この  

    ယာႋထ်ǽညာႋေဖǺ်ယ်ǽ ေၜ့သိǽဝ်မ်ǽၯယ်ထ့ာငၜ်းဖဲၠဖဲၠသိǽဝ်ၰဝ်ႋ။ 
     jāthәɲā phí̱ jә̀  bêθò mә ɣɛ̂ thàiɴ bá phlɛ́phlɛ́ θò  xɔ̄ 
     祈る     与える 1sg  so.as  IRR  来る 帰る 機会  速く      so.as  よ  

    「順調であれば、1 年以内にはまた帰ってきます。早く帰ってこられるように祈ってくださいね」 
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---  ေအထာငထ်ငံခ်ွိက်လ်ǽအိǽဝ်ခိǽတ် ဏ်ǽမ်ǽသာဏငး်ခွိက်ဟ်ǽလဝ်ဝးဝဝ်။့ 
     ʔè thàiɴ thòɴ wái lɯ́ ʔò khó,  nә mә θànáɴ wái  hә̀ lɔ̀ wáwɔ̂ 
     if    帰る  着く  徹底  へ  あそこ 未来  2sg IRR  忘れる   徹底  1pl  きっと～してしまうのだろう 

    「あちらに帰ってしまったら、私達のこともきっと忘れてしまうのでしょうね」 

---  ယ်ǽဏǺ ်ေအမာဲွဖံၠǿပ်ǽယငခ်ါနႋ်စာ်ၜိǽဝ် သာဏငး်ေဏဝ်ႋလိǽငေ်အး။ 
     jә̀ nɔ́ ʔè mwɛ̄ phlòʊɴ pәjàɴ khāɴ cài bò θànáɴ  nī̱  lә̀ɴ  ʔé 
     1sg TOP  if   be     人      ビルマ   国    言う なら 忘れる   得る もう  NEG 

    「私は、ビルマの人たちのことなら忘れることができません」 

---  ေအထငံဍ်ာငဂ်ျ်ǿပါန်ခ့ါနႋ်ခိǽတ် ဏ်ǽမ်ǽမာဆ်ǽဏǺလ်ယ်။့ 
     ʔè thòɴ dàiɴ cәpâɴ khāɴ khó, nә mә mà chәnɔ́ lɛ̂ 
     if    着く  再び   日本   国     未来  2sg IRR  する  何     か 

    「日本に着いたら何をするつもりですか？」 

---  ယ်ǽဆငံ်မံ့ငး်ဍး မ်ǽေကဝ်လိက်အǽဂ်ၜးဆာင်ေ့ဍပ်ǽယငခ်ါနႋ်အ်ǽၯာငႋ်ေဆဝ်ႋ။ 
     jә chôɴmóɴ dá mә kè láiʔàʊ báchâiɴ dē pәjàɴ khāɴ ʔәɣāiɴ  ɕī̱ 
     1sg 考える      おく IRR  書く 本     関する     と  ビルマ   国     ことがら  too 

    「ビルマに関する本を書こうと思っています」 

 
 
学習のポイント 

◆ ေယǺဝ်ေယǺဟ်  ɕì̱ɕí  「いつ」 

 ေယǺဝ်ေယǺဟ် ɕì̱ɕí は時を尋ねる疑問語である。よりかしこまった場面で使われるဆာ်ယိက ်

chàijái が訛った形である。 
      ဏ်ǽမ်ǽထာငဍ်ာငဂ်ျ်ǿပါန်ခ့ါနႋ်ေယǺဝ်ေယǺဟ်လယ်။့  nә mә thàiɴ dàiɴ cәpâɴkhāɴ ɕì̱ɕí̱ lɛ̂ 

                          「あなたはいつまた日本に帰るのですか？」 

      အ်ǽေဝေ့လဝ်ေယǺဝ်ေယǺဟ်လယ်။့  ʔәwê lì̱ ɕì̱ɕí̱ lɛ̂ 「彼はいつ行ったのか？」 

 
◆ ဍာ် dài  「まだ」 

 ဍာ် dài は「まだ」の意を表す副助詞である。 

ယ်ǽထာငၜ်းသာတ်ǽယǺာႋဍာ်ေအး။  jә thàiɴ báθà tәɕā dài ʔé 「まだあまり帰りたくない」 

မ်ǽမာဍာ်ၯာေ့သာဟ်။   mә mà dài ʁâ, θʊ́ 「まだ食べるのか、友よ」 
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◆ လိǽင ်lә̀ɴ  「もう（～しない）」 

 15 課で既に学習したとおり、လိǽင ်lә̀ɴ は「もう」「もはや」の意を表す副助詞である。 

သာဏငး်ေဏဝ်ႋလိǽငေ်အး။  θànáɴ nī̱ lә̀ɴ ʔé 「もう忘れることができない」 

この助詞は、否定文にしか現れない。肯定文であるか否定文であるかという条件に基づき、

完結相(perfective)を表す助詞ယǽဂ် jàʊ と相補分布を示す。下に示すように、ယǽဂ် jàʊ は肯定

文にしか現れることができず、逆にလိǽင ်lә̀ɴ は否定文にしか現れることができない。 

အ်ǽေဝထ့ငံယ်ǽဂ်။ ʔәwê thòɴ jàʊ  「彼はもう着いた」*အ်ǽေဝထ့ငံယ်ǽဂ်ေအး။  ʔәwê thòɴ jàʊ ʔé 

အ်ǽေဝထ့ငံလ်ိǽငေ်အး။ ʔәwê thòɴ lә̀ɴ ʔé「彼はもう到着しない」*အ်ǽေဝထ့ငံလ်ိǽင။် ʔәwê thòɴ lә̀ɴ 

 
◆ လဝ်ဝးဝဝ် ့lɔ̀ wá wɔ̂  「きっと～してしまうのだろう」 

 ポー・カレン語には様々な文末助詞がある。その意味を把握するのは非常に難しい。ဝးဝဝ့် 
wá wɔ̂ は「きっと～するのだろう」というような意味を表す。ဝး wá は疑問を表すၯး ʁá に

由来し、ဝဝ် ့wɔ̂ は「側(かわ)」を表す ခဝ် ့khɔ̂ に由来すると思われる（လဝ် lɔ̀ は断定を表す

助詞）。 

ဏ်ǽမ်ǽသာဏငး်ခွိက်ဟ်ǽလဝ်ဝးဝဝ်။့  nә mә θànáɴ wái hә̀ lɔ̀ wá wɔ̂ 

            「どうせ私達のことを忘れてしまうのだろう」 

 

◆ ခိǽတ် khó 

ခိǽတ် khó は未来の時点を表す助詞である(18 課の ၜးခိǽတ် bá khó も参照)。 

   ယ်ǽမ်ǽၜးထာငဍ်ာငလ်ာဏငႋ်ၜိငး်ဍဝ်ခိǽတ်။ jә mә bá thàiɴ dàiɴ là nāɴ béiɴ dɔ̀ khó 

                                             「私は来月帰らねばならない」 

   ေအထငံဍ်ာငဂ်ျ်ǿပါန်ခ့ါနႋ်ခိǽတ်... ʔè thòɴ thàiɴ cәpâɴkhāɴ khó 「日本に帰ったなら…(その時は)」 
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終わりに 

 この教科書はもともと 2013 年に大阪大学で開講した「カレン語」という授業のために作

成したものです。拙著『エクスプレス ビルマ語』(1998 年、白水社)のダイアログを東部

ポー・カレン語に訳し、簡単な解説をつけました。その後 2015 年に「カレン語」で東部ポー・

カレン語を扱った際、打ち間違いや文言を直しました。2017 年に大阪大学から慶應義塾大

学に移った後はこの教科書を使うこともありませんでしたが、2022 年に大阪大学で久しぶ

りに「カレン語」を開講する機会をいただきましたので、今一度、そこかしこを直すこと

にしました。これまで仏教ポー・カレン文字を打つのに、Zwekabin という、ビルマ文字フォ

ント Padauk をベースにしたフォントを用いていましたが、汎用的な Myanmar Text ですべて

打ち直しました。また、ここ数年の研究で明らかになったことを文法や意味の説明に反映

させました。ダイアログに日本語訳もつけました。 

 このテキストには文字の説明を付けていませんので、文字の勉強には、下記の拙論をご

利用ください。この論文ではキリスト教ポー・カレン文字の解説もしています。 

Kato, Atsuhiko (2021) Pwo Karen writing systems 

https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/download.php/AN00069467-00000052-0023.pdf?file_id=156847 

 最後にカレン語を学ぶ意義について述べておきたいと思います。言語学的な観点に立て

ば、あらゆる言語には学ぶ意義があると言えます。人間の言語がいかなるものであり得る

かという問いに答えるためには、なるべく多くの言語のデータを学界で共有するのがよい

からです。もう一つ、言語の学習にはその言語が話される地域をより深く理解できるとい

う大きな意義があります。ミャンマーの場合、少数民族語を学ぶ意義は特に大きいと私は

感じます。なぜなら、この国が多くの民族から成り立つ国であり、しかもその中には何十

万あるいは何百万という大きな人口を擁する民族も少なくないからです。ミャンマーの文

化には様々な民族の文化が溶け合っており、そのため、ミャンマーの文化事象を理解する

には狭義のビルマ人の文化を見ているだけでは足りないということがよくあります。そし

て政治的にも、ミャンマーが平和な国家の創造に難渋していることの背景には、数多くの

少数民族武装組織の存在があります。なぜ多くの民族がミャンマー軍と戦う道を選んだの

かを理解するためには、その民族の立場に寄り添って考えなければなりません。その理解

への近道が言語の学習です。ビルマ語と並行して少数民族語を少しでもかじってみれば、

使用する文字や単語、文法、様々な日常表現、言語に反映した文化事象などから、ビルマ

語との距離感をつかむことができます。そこからさらに、彼らがビルマ人との間に感じて

いる仲間意識やよそ者意識に思いを馳せることができるはずです。これは一種の疑似体験

だと思います。ミャンマーひいては東南アジアのことに関心のある少しでも多くの人達に、

この疑似体験をしてもらいたいというのが私の願いです。 

2022 年 5 月 加藤昌彦 


